
北
ガ
ユ
ー
ラ
゛
ヤ
の
カ
よ
ケ
ラ
ミ
Ｌ
廉
に
就
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
澄

　
　

田

序

　

ひ
ろ
人
r
l
　
-
1
フ
シ
ャ
大
陸
の
新
石
器
時
代
文
化
を
大
観
す
る

岐
三
分
さ
れ
る
地
理
的
環
境
の
差
異
が
．
三
つ
の
考
古
學
的
．

遺
物
に
よ
っ
て
表
徴
さ
れ
る
丈
化
０
　
差
異
に
相
座
じ
て
ゐ
る
こ

と
を
知
る
．
す
な
は
ち
．
森
林
地
帯
に
分
布
す
る
櫛
目
文
土
器

（
Ｋ
ａ
ｍ
ｍ
ｋ
ｅ
ｒ
ａ
ｍ
ｉ
ｋ
）
　
・
沙
漠
草
原
地
帯
に
我
見
さ
れ
る
細
石
器

（
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ｈ
）
　
･
河
川
沃
野
地
帯
に
定
着
の
彩
陶
（
Ｐ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ
　
Ｐ
ｏ
-

V
A
T
j
.
j
.
v
^
Ａ

Ｖ
/
4
J
I

i
-
J
.
*
/
ｒ
ｆ

･̂
―
..
>
＾
t
i
i
n

T
-
i
　
Ｔ
Ｗ
Ｉ
ｌ
イ
．
；
’
ざ
１
。
　
①

ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
）
　
-
t
Ｖ
意
味
す
る
こ
と
は
・
人
々
０
知
名
所
で
あ
る
．
而
も

　
　
　

小
や
う
な
廣
大
次
大
陸
に
わ
た
っ
て
分
布
し
た
、
文
化
乃
至
は

　
　

’
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
を
表
徴
す
る
考
古
原
的
遺
物
の
示
す
形
式
の

　
　
　

意
欲
に
人
々
は
驚
異
の
感
を
い
だ
く
の
も
勿
論
で
あ
ら
う
。
そ

７

　

れ
と
共
に
。
私
の
も
っ
考
古
學
的
遺
物
０
形
式
へ
の
開
心
も
。

４

　

根
源
を
探
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
出
費
す
る
こ
と
を
思
ふ
の
で
あ
る
。

て

正

　
　

一

営
時
の
人
々
０
曹
ん
だ
生
活
内
容
も
．
や
は
り
、
わ
れ
わ
れ
９

想
像
を
絶
し
て
複
雑
で
あ
っ
た
ら
う
が
．
そ
１
　
て
叉
、
そ
０
生

活
内
容
を
十
全
に
復
原
す
る
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
に
は
到
底
不
可

　
　

．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
一

能
で
あ
ら
う
が
、
か
へ
っ
て
そ
の
ほ
ん
価
一
部
０
も
の
．
が
今
日
｀
゛
3
9

に
残
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
営
時
の
人
々
０
生
活
内
容
は
表

　

｛

　
　
　
　
　
　
　

．

　
　
　
　
　
　

ｘ
ｌ
ｘ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
一

徴
的
に
純
化
さ
れ
で
文
字
通
り
デ
ッ
サ
ン
０
形
式
に
、
わ
れ
わ

れ
は
直
奏
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
．
例
へ
ば
．
蔚
術

創
作
に
於
け
る
形
式
の
会
見
が
．
如
何
に
蔽
し
い
「
覗
受
を
通

じ
て
の
純
化
」
で
あ
る
か
を
思
ふ
時
．
考
古
學
的
遺
物
は
、
む

し
ろ
、
純
化
さ
れ
た
す
か
た
も
て
、
わ
れ
わ
れ
の
前
に
提
示
さ

れ
る
０
で
あ
る
．
常
時
’
の
生
活
内
容
に
比
す
れ
ば
．
ほ
ん
０
一

部
で
あ
る
が
故
に
殆
ど
何
も
判
ら
な
い
で
あ
ら
う
と
常
識
人
は

断
寸
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
に
と
っ
て
は
逆
に
、
ほ
ん
０
一
部



ｒ
・
も
の
一
コ
は
あ
っ
て
も
か
へ
っ
て
デ
ッ
サ
ン

　

形
式
に
ぎ
り
ぎ

り
に
純
化
さ
れ
て
ゐ
る
か
故
に
、
考
古
學
的
遺
物
へ
の
魅
力
が

乗
す
ま
す
深
ま
二
て
行
く
。
北
方
ユ
１
　
ラ
シ
ヤ
の
森
林
地
９
　
に

廣
布
し
た
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
を
も
っ
だ
生
活
も
、
常
時
の
生
活

内
容
そ
の
ま
ま
に
直
面
せ
し
め
ら
れ
た
と
仮
定
す
る
時
、
わ
れ

わ
れ
は
果
し
て
、
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
に
表
徴
さ
れ
る
と
同
様
の

純
化
さ
れ
た
生
活
の
形
式
を
我
見
す
る
こ
と
か
で
き
九
で
あ
ら

う
か
。
現
代
史
把
握
の
混
既
を
思
ふ
が
よ
い
。
原
始
的
な
生
活

の
時
代
で
あ
っ
た
な
ら
ば
と
云
ふ
人
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が

現
代
未
開
此
會
の
研
究
が
如
外
に
困
難
で
あ
る
か
を
知
る
が
よ

い
。
と
も
か
く
。
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ヤ
大
陸
に
廣
布
す
る
新
石
器

時
代
文
化
が
、
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
な
る
土
器
の
形
式
に
、
純
化

さ
れ
た
デ
″
サ
ン
去
し
て
典
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ

れ
に
對
し
て
何
を
篤
さ
う
。
私
は
、
そ
の
デ
″
サ
ン
の
形
式
を
、

私
な
り
に
忠
賢
に
見
よ
う
と
思
う
。
何
故
た
ら
ば
。
従
来
カ
ム

ケ
ラ
ミ
ー
ク
な
る
呼
聊
に
よ
り
、
人
々
は
簡
単
に
そ
れ
を
云
々

し
て
来
た
。
純
化
さ
れ
た
筈
の
・
形
式
で
あ
っ
た
が
、
私
に
は
か

へ
っ
て
あ
い
ま
い
不
純
な
呼
柳
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
私
は
、
私

な
り
に
、
そ
れ
を
明
確
に
っ
か
み
た
い
の
で
あ
る
1
０

　

註

①
こ
の
問
題
に
関
し
て
、
主
と
し
て
沙
漠
草
原
地
抑
と
河
川
沃
野
地
帯

　

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
精
彩
な
構
想
を
展
開
さ
れ
た
の
は
江
上
波
夫
‘

　

μ
で
あ
る
。
平
凡
祀
刊
・
『
世
界
歴
史
大
系
』
圀
－
東
洋
考
古
學
－

　

－
第
四
章
「
１
　
洋
考
古
學
の
意
義
」
參
照
。

　
　
　
　
　

一

　

わ
れ
わ
れ
が
櫛
目
文
土
器
を
取
上
げ
る
場
合
、
先
づ
問
題
と

な
る
０
は
北
欧
に
於
け
る
様
相
で
あ
り
、
而
も
、
そ
０
形
式
を

要
素
的
に
把
握
せ
ん
と
す
れ
ば
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
０
そ
れ
が
理

。
解
を
容
易
な
ら
し
め
る
で
あ
ら
５
　

０

。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
於
け
る
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
タ
０
主
要
な
文
様

要
素
は

Ｉ膳
櫛
鶴
印
刻
文
（
Ｋ
ａ
ｍ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
｡
　
ｇ
ｅ
ｚ
ａ
ｈ
ｎ
ｔ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｐ
ｅ
ｌ
）

、
Ｉ
ｙ

印
凹
裔
文
（
（
Ｊ
ｒ
ｉ
ｉ
ｂ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）

よ
り
徘
成
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
０
二
つ
の
要
素
０
う
ち
。
、
櫛
歯

施
文
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ぐ
に
普
遍
的
な
所
謂
聡
状
か
匠
（
Ｚ
ａ
ｈ
ｎ
ｓ
"

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｊ
、
Ｊ

ｔ
ｅ
ｍ
ｐ
ｅ
ｌ
ｍ
ｏ
ｔ
i
ｖ
）
に
拠
す
る
一
現
象
で
あ
る
。
前
記
Ａ
Ｂ
二
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぐ
ぐ

の
要
素
を
中
心
と
し
て
、
形
式
學
的
編
年
が
な
さ
れ
で
ゐ
る
。

す
な
は
ち
、
。

　
　

．

ｍ
前
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
（
Ｆ
ｒ
ｕ
ｈ
ｋ
ａ
ｍ
ｍ
ｋ
ｅ
ｒ
a
m
j
k
）

-40-
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③
盛
期
カ
ム
ケ
」
フ
ミ
ー
ク
（
Ｔ
ｙ
p
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｋ
ａ
ｍ
ｍ
ｋ
.
)

㈲
後
期
カ
ム
ケ
ー
フ
ミ
ー
ク
（
｛
｝
ｅ
ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｒ
ｔ
ｅ
　
Ｋ
ａ
ｍ
ｍ
ｋ
.
）

の
三
時
期
に
大
別
せ
ら
れ
る
。
而
も
。
こ
０
編
年
に
於
い
て
注

意
す
べ
き
は
、
旱
に
土
器
０
み
の
形
式
推
移
に
よ
る
そ
れ
で
は

な
く
て
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
遺
跡
立
地
０
高
度
が
「
リ
ト
リ

ナ
限
界
」
｡
Ｌ
ｉ
t
:
ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
ａ
　
Ｇ
ｒ
ｅ
ｎ
ｚ
ｅ
"
と
對
比
さ
れ
て
、
そ
の
比

高
が
考
慮
さ
れ
て
ゐ
る
鮎
で
あ
る
。

　

フ
イ
ン
ー
フ
ン
ド
に
於
い
て
は
。
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
タ
文
化
は
シ

ュ
オ
ム
ス
イ
’
ル
ヴ
ィ
文
化
（
Ｓ
ｕ
o
m
ｕ
ｓ
j
a
ｒ
ｖ
ｉ
-
Ｋ
ｕ
l
ｔ
ｕ
ｒ
）
に
績

く
文
化
で
あ
り
、
こ
の
シ
ュ
オ
ム
ス
イ
ェ
ル
ヴ
ィ
文
化
は
貝
塚

文
化
乃
至
キ
ャ
ム
ピ
ュ
イ
文
化
（
Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｉ
ｇ
ｎ
ｙ
　
Ｋ
ｕ
l
ｔ
ｕ
ｒ
）
　
Ｑ
一

揆
種
で
あ
り
、
「
リ
ト
リ
ナ
限
界
」
（
標
高
三
四
・
五
米
）
に
對

し
て
八
七
―
八
四
％
の
高
度
に
遺
跡
は
我
見
さ
れ
、
土
器
は
未

だ
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
こ
れ
に
次
い
だ
前
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク

を
出
土
す
る
住
居
址
０
う
ち
、
最
高
は
「
リ
ト
リ
ナ
限
界
」
の

八
七
－
七
六
％
に
登
見
さ
れ
て
ゐ
る
。

前
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク

に
拠
す
る
も
Ｏ
Ｏ
主
要
形
態
は
、
尖
心
或
ひ
は
丸
底
を
呈
す
る

「
卵
形
０
甕
」
（
ｅ
ｉ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ
　
Ｋ
ｅ
ｓ
ｓ
e
l
）
で
あ
り
。
土
質
は
か
’

な
り
大
粒
０
砂
を
混
じ
て
硬
く
緊
密
で
あ
る
。
粘
土
の
色
は
友

褐
色
を
呈
し
、
壁
面
は
暗
黒
色
で
一
部
は
赫
紅
色
に
漿
る
。
翁
文

は
印
刻
文
（
Ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｐ
ｅ
ｌ
ｅ
ｉ
ｎ
ｄ
ｒ
ｉ
ｉ
ｃ
ｋ
ｅ
）
　
・
凹
裔
文
（
Ｇ
ｒ
ｉ
ｉ
ｂ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
）
　
・

撚
糸
文
（
Ｗ
ｉ
ｃ
ｋ
ｅ
ｌ
ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｕ
ｒ
;
　
m
i
ｔ
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｍ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｂ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｏ
ｄ
ｅ
ｒ

ｅ
ｉ
ｎ
ｅ
ｒ
　
　
　
Ｋ
ｅ
ｒ
ｎ
ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｕ
ｒ
｡
　
　
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
　
m
i
ｔ
　
　
　
ｅ
ｉ
ｎ
ｓ
ｒ
　
　
ｚ
w
ｅ
ｉ
ｆ
ａ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
ｎ

Ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｕ
ｒ
　
ｕ
m
w
ｉ
ｃ
ｋ
ｅ
ｌ
ｔ
　
ｉ
ｓ
ｔ
.
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
文
の
う

ち
、
撚
糸
文
は
、
カ
レ
リ
ヤ
‘
・
・
フ
ド
ガ
湖
周
洽
の
地
域
に
於
い

て
は
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
経
末
期
に
ま
で
存
続
し
中
部
〃
シ
ヤ
に

て
も
主
要
な
役
割
を
果
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
、
西
部
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
０
撚
糸
文
は
カ
レ
ク
ヤ
や
ロ
シ
ヤ
０
も
０
よ
り
も
古
く
。

従
っ
て
こ
の
文
様
は
本
来
海
岸
的
な
も
０
で
あ
っ
て
、
バ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・

　
　
　
　

χ
４
１
ｘ
ｌ
￥
Ｘ
４

海
方
面
か
ら
東
へ
と
波
及
し
た
も
の
で
、
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
文

１
１
１
１
Ｓ
ｉ
ｌ
ｘ
１
４
４
４
４
Ｓ
Ｓ
４
４
Ｘ

化
０
諸
要
素
の
う
ち
で
も
西
方
系
と
思
は
れ
る
。

　

そ
し
て
、
前
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
夕
も
、
時
代
と
共
に
、
土
質

は
細
砂
を
混
入
し
て
細
密
と
な
る
。
而
も
。
西
部
フ
ィ
ン
ラ
ン

ゝ
ｉ
｀
・
Ｓ
Ｉ
Ｓ
ｉ
ｌ
ｘ
Ｖ
ｉ
ｉ
１
４
４
Ｓ
Ｉ
ｘ
ｌ
’
一
４
１
４
４

ド
に
て
は
、
撚
糸
文
は
消
失
し
、
凹
高
文
も
訣
除
し
、
そ
れ
に

ｉ
一
４
１
４
１
１
１
４
Ｘ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
ｘ
ｌ

反
し
て
櫛
繋
印
刻
文
が
普
及
し
て
来
る
。
參
文
１
　
と
し
て
も
。

多
歯
の
櫛
繋
が
使
用
さ
れ
、
今
ま
で
は
数
本
０
棒
が
結
束
さ
れ

・
で
櫛
歯
状
施
文
が
印
刻
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
。
文
字
詣
り

０
櫛
歯
印
刻
文
（
K
a
m
m
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｐ
ｅ
ｌ
）
が
出
現
し
、
且
文
様
１
　
Ｏ

-
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Ｏ

　

幅
も
廣
く
な
っ
て
。
撚
糸
文
様
を
思
は
せ
る
も
の
と
な
り
。
む

４

　
　

し
ろ
。
そ
れ
を
模
し
か
如
き
も
の
と
な
る
。
而
し
て
垂
直
方
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｉ
￥
χ
ｌ
ｌ
ｘ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
４
４
１

　
　
　

の
施
文
は
な
く
な
り
。
器
醒
を
水
単
位
に
め
ぐ
る
廻
転
文
様
が

　
　
　

盛
行
し
は
ぢ
め
て
。
こ
０
傾
向
こ
そ
ば
、
次
０
盛
期
カ
ム
ケ
ラ

　
　
　

ミ
ー
ク
に
は
瀬
著
と
な
り
。
完
成
す
る
様
相
に
外
な
ら
な
い
。

　
　
　
　

盛
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
タ
０
立
地
高
度
は
、
「
リ
ト
リ
ナ
限
界
」

　
　
　

の
七
五
―
六
八
％
で
あ
る
。
土
器
は
、
砂
粒
の
混
入
が
よ
り
辿

　
　
　

度
と
な
り
、
焼
成
も
良
好
で
赤
禍
色
を
呈
す
る
。
凹
裔
文
が
再

　
　
　

び
現
は
れ
、
櫛
齢
文
帯
間
に
、
水
９
　
位
に
並
列
す
る
。
器
殼
の

　
　
　

大
き
さ
も
マ
キ
シ
マ
ム
に
述
し
て
三
六
－
四
〇
立
の
容
量
の
も

　
　
　
　
　
　

③

　
　
　

０
が
あ
る
。
施
文
は
、
幾
何
學
的
諸
文
様
俗
と
凹
嵩
文
列
と
が

　
　
　

器
醍
を
め
ぐ
っ
て
ゐ
・
る
。
か
か
る
「
幾
制
學
的
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー

　
　
　

ク
」
”
　
Ｇ
ｅ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｋ
ａ
ｍ
ｍ
ｋ
.
”
こ
そ
。
最
盛
期
の
・
段
俗

　
　
　

を
示
す
も
の
≒
南
部
カ
レ
リ
ャ
や
内
陸
の
湖
沼
昨
に
我
見
さ

　
　
　
　

ｘ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｓ
４

れ
．
海
岸
遺
跡
か
ら

　

Ｘ
χ
４
４
１
４
４
１
Ｘ
～
Ｘ
％
１
１
４
１
１
‘
一
Ｓ
４
４
４
Ｘ
ヽ
・

　

｀
、
｀
１
夕
の
出
土
は
西
部
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
て
は
稀
で
あ
・
つ
て
．
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ
ｘ
４
１
４
４
１
１
４
１
４
１
１
１
ｘ
ｌ

収
に
述
べ
た
如
く
、
西
部
に
て
は
東
部
よ
り
も
前
期
カ
ム
ケ
ラ

1
４
１
１
４
４
Ｓ

　
　

４
４
１
１
４
４
Ｘ
Ｘ

は
未
会
見
で
あ
る
。
こ
の
盛
期
カ
ム
ケ
ラ

ｘ
～
ｘ
％
１
１
４
１
１
‘
一
ｓ
４
４
４
ｘ
ヽ
・

４
１
Ｘ
ｘ
１
４
１
￥
Ｘ
一

ミ
ー
ク
が
な
が
く
存
絞
し
盛
期
の
・
も
０
は
東
部
よ
り
も
遅
く
迪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ
１
４

し
て
ゐ
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
闘
し
て
云
ふ
な
ら
ば
。
ラ
ド
ガ

１
４
１
Ｓ
４
１
Ｘ
Ｓ
４
Ｘ
ｘ
ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
４
１
１
４
Ｓ

湘
西
方
０
南
部
カ
レ
リ
ヤ
が
こ
ら
・
様
式
の
分
布
中
心
と
考
へ
ら

れ
る
。
盛
期
の
も
０
も
、
時
代
０
推
移
と
共
に
。
器
但
は
小
形

と
な
り
、
器
壁
も
漸
玖
薄
く
な
り
、
砂
粒
の
混
入
も
少
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ
ｓ
ｘ
ｘ
ｘ
ｘ
４
ｘ
ｉ
χ
４
４

　

後
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
は
、
西
部
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
０
み
詔

め
ら
れ
、
Ｎ
ｙ
l
a
乱
か
ら
Ｓ
ｕ
ｄ
ｃ
ｉ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ｂ
ｏ
ｔ
ｔ
ｅ
ｎ
に
い
た
る
海
岸

遺
跡
力
ら
出
土
し
、
遺
跡
高
度
は
「
リ
ト
リ
ナ
限
界
」
の
六
八

－
六
四
％
に
位
置
す
る
。
こ
の
期
に
桟

　

ｌ
ｉ

　
　

１
４
×
４
ｘ
Ｉ
￥
１
χ
ｓ
１
４
４

な
り
、
凹
燃
文
が
主
１
　
か
役
割
を
演
す
る

　

４
１
χ
Ｉ
Ｓ
ｘ
ｌ
Ｓ

櫛
靭
印
刻
文
が
な
く

　

ｘ
４
ｓ
ｌ

に
い
た
る
。
土
谷
に

開
し
て
は
。
多
孔
性
（
Ｐ
ｏ
ｒ
ｏ
ｓ
i
ｔ
i
i
ｔ
）
　
％
　
　
般
的
な
特
徴
と

か
、
こ
れ
は
石
友
質
の
四
郎
片
を
混
有
す
る
こ
と
と
開
係
か
お
り
、

焼
成
後
０
土
器
ヶ
。
長
期
に
わ
だ
っ
て
の
土
中
垣
浚
占
問
に
、

石
友
質
の
挾
雑
物
０
溶
解
し
ま
っ
た
が
た
め
で
あ
る
。
か
か
る

石
友
質
の
碑
片
と
し
て
は
、
石
友
岩
・
貝
殼
・
骨
等
が
畢
げ
ら

れ
る
。
器
形
は
、
や
は
り
、
丸
底
も
し
く
は
尖
底
に
近
い
も
Ｏ

が
あ
り
、
口
縁
部
が
一
様
に
厚
く
な
る
。
叉
、
壁
面
は
比
較
的

滑
降
か
お
り
。
殆
ん
ど
磨
研
の
あ
と
の
観
を
呈
す
る
。
焼
成
概

し
て
不
良
に
し
て
。
暗
女
禍
色
の
色
調
を
呈
す
る
。
水
平
位
の

凹
認
文
列
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
凹
寫
の
刺
突
は
小
形
と
な
り
。

　
　
　
　

ｘ
χ
４
１
４
χ
４
χ
χ
ｓ

む
し
ろ
鮎
列
文
へ
と
萎
縮
す
る
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
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フ
ィ
ン
ー
フ
ン
ド
に
て
は
．
土
器
は
質
的
に
退
化
す
る
と
同
時
に

量
的
に
も
稀
少
と
な
り
．
そ
れ
に
比
し
て
．
石
器
は
多
量
と
廠

る
．
中
部
ロ
シ
ヤ
ー
オ
ロ
ネ
ッ
ツ
地
方
０
凹
潟
文
土
器
（
Ｇ
ｒ
i
i
-

ｂ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｋ
ｅ
ｒ
ａ
ｍ
ｉ
ｋ
）
が
カ
レ
リ
ヤ
地
方
へ
影
響
し
た
０
は
、
一
部

は
盛
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
０
頃
に
あ
っ
て
、
後
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ

ー
ク
の
時
期
に
及
ん
で
は
凹
寫
文
が
文
様
０
主
要
素
と
な
り
ク

西
部
フ
イ
七
フ
ン
ド
に
て
は

Ｕ
ｓ
ｋ
ｅ
ｌ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
ａ
ｍ
ｉ
ｋ"

．
＾
る
呼

裕
を
も
っ
後
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
タ
０
成
立
と
な
っ
た
め
け
で
あ

．
る
ｏ

　

而
し
て
．
西
部
フ
ィ
ン
ー
フ
ン
ド
に
於
け
る
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　

④

ｏ
登
展
は
、
新
た
な
る
「
舟
形
斧
文
化
Ｊ
　
｡
Ｂ
ｏ
ｏ
ｔ
ａ
ｘ
ｔ
-
Ｋ
ｕ
l
ｔ
ｕ
ｒ
"

に
よ
っ
て
断
た
れ
る
の
で
あ
っ
七
、
こ
ｏ
新
し
い
文
化
は
、
中

袱
繩
文
系
±
８
　
文
化
の
一
枝
鍛
で
あ
る
。
遺
跡
０
立
地
も
れ
逡

を
去
っ
て
肥
沃
な
混
砂
粘
土
（
Ｌ
ｅ
ｈ
ｍ
ｂ
ｏ
ｄ
ｅ
ｎ
）
が
選
揮
さ
れ
．

従
っ
て
、
生
業
形
態
も
．
拓
米
の
漁
措
が
副
次
と
な
り
、
．
新
米

者
は
牧
畜
民
で
あ
ね
ｙ
農
耕
民
で
あ
る
．
こ
ｏ
舟
形
斧
文
化
に
属

す
る
繩
文
土
器
（
Ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｒ
a
m
i
k
）
は
、
末
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ

ー
夕
よ
り
も
高
度
の
低
八
遺
跡
よ
り
出
土
し
、
「
リ
ト
リ
ナ
限

界
」
の
六
〇
―
五
〇
％
に
立
地
す
る
．
雁
序
的
に
も
、
カ
ム
ケ

　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　

④

ラ
ミ
ー
タ
よ
り
後
期
で
あ
る
．
．

　

以
上
を
要
す
る
に
、
盛
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
０
幾
何
學
的
文

様
構
成
は
．
櫛
総
印
刻
文
帯
と
凹
駕
文
帚
と
が
交
互
に
器
殼
を

め
ぐ
る
こ
と
に
表
徴
さ
れ
る
が
、
こ
０
文
様
構
成
に
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
０
様
式
の
把
握
が
集
中
さ
れ
る
．
而
も

東
部
フ
バ
ン
ラ
ン
ド
の
カ
レ
ｙ
ヤ
地
方
が
、
盛
期
０
そ
れ
０
分

布
中
心
で
あ
ぶ
ノ
成
立
地
域
で
あ
ご
こ
と
を
知
る
．
こ
０
盛
期

め
も
０
の
文
様
要
素
０
う
ち
、
櫛
靭
印
刻
文
０
出
現
が
、
前
期

カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
０
軍
な
る
印
刻
文
と
撚
糸
文
と
に
あ
る
こ
と

即
ち
、
撚
糸
文
帯
の
印
刻
文
に
よ
る
模
倣
が
．
櫛
靭
印
刻
文
帯

を
導
い
穴
こ
と
を
推
す
こ
と
が
で
き
る
．
他
０
文
様
要
素
た
る

凹
駕
文
は
．
中
部
７
ｗ
ヤ
か
ち
ｏ
影
響
で
あ
っ
た
．
そ
し
て
、

撚
糸
文
も
西
方
か
ら
海
岸
傅
ひ
０
波
及
で
あ
り
．
印
刻
文
は
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
ひ
ろ
く
分
布
し
た
知
状
意
匠
に
淵
源
す
る
も
０
で

あ
っ
た
．
か
う
し
た
諸
要
素
の
交
錯
融
合
０
う
ち
に
．
東
部
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
０
カ
レ
リ
ャ
地
方
に
於
い
て
．
櫛
歯
印
刻
文
帯
と

凹
高
文
聊
と
０
整
然
た
る
幾
何
學
的
構
成
を
示
す
．
盛
期
カ
ム

ケ
ラ
ミ
ー
ク
が
成
立
し
た
０
で
あ
乱
．

　

盛
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
タ
に
玖
い
だ
後
期
の
そ
れ
は
．
凹
潟
文
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が
む
し
ろ
萎
縮
し
た
と
考
へ
ら
れ
る
鮎
列
文
を
も
っ
土
器
で
あ

っ
て
．
こ
れ
は
西
部
プ
リ
ン
ラ
ン
ド
に
我
達
す
る
．
東
部
ロ
シ

ヤ
か
ら
の
凹
寫
文
０
影
９

　

は
．
東
部
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
於
い
て

は
、
盛
期
０
様
式
を
生
む
一
緊
機
で
あ
っ
た
が
．
西
部
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
に
て
は
、
そ
れ
は
．
後
期
の
様
式
を
成
立
せ
し
め
る
地

盤
と
な
っ
た
の
で
あ
る
．
盛
期
お
そ
れ
が
海
岸
遺
跡
に
未
我
見

で
あ
る
に
對
し
て
、
後
期
に
濁
す
る
も
の
が
殆
ん
ど
海
岸
に
沿

う
て
で
あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
．

　

貝
塚
文
化
に
次
ぐ
前
期
カ
ム
ヶ
ラ
ミ
ー
ク
ｏ
頃
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
は
印
刻
文
・
撚
糸
文
・
凹
潟
文
ｏ
三
者
が
雑
然
と
分
布
し

そ
ｏ
三
要
素
の
な
か
か
ら
、
東
部
に
於
い
て
は
盛
期
ｏ
様
式
が

創
造
さ
れ
．
西
部
は
比
較
的
な
が
く
前
期
ｏ
様
相
が
存
続
し
て

ト
↓
ル
も
．
撚
糸
文
と
凹
潟
文
と
は
漸
次
一
態
な
く
な
っ
た
ｏ

で
は
あ
る
が
Ｉ
’
ｊ
、
後
期
ｏ
所
謂
Ｉ
い
f
ｓ
ｋ
ｅ
ｉ
ａ
ｋ
ｅ
ｒ
ａ
ｍ
ｉ
ｋ
に
代
表

さ
れ
る
土
新
の
我
達
を
見
た
わ
け
で
あ
る
．
そ
し
て
、
中
欧
か

ら
新
来
ｏ
舟
形
斧
文
化
に
取
っ
て
代
ら
れ
た
ｏ
で
あ
る
．

　

註

①
か
か
る
要
請
に
謝
ず
る
も
の
・
と
し
て
、

　

Ａ
ａ
ｒ
ｎ
ｅ
　
Ｅ
ｕ
ｒ
ｏ
ｐ
ａ
ｅ
ｕ
ｓ
-
Ａ
ｙ
ｒ
ａ
ｐ
ａ
ａ
の
発
作
.
.
Ｄ
ｉ
ｅ
　
ｒ
ｅ
ｌ
ａ
ｔ
i
ｖ
ｅ
　
Ｃ
ｈ
ｒ
ｏ
-

　

ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
ｚ
e
i
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｋ
ｅ
ｒ
ａ
ｍ
ｉ
ｋ
ｉ
ｎ
　
Ｆ
ｉ
ｎ
ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
”
　
（
Ａ
ｃ
ｔ
ａ

　

Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｃ
ａ
｡
　
ｖ
o
l
.
　
Ｉ
.
　
１
９
３
０
)
が
畢
げ
ら
れ
る
。
同
氏
は
別
に
、

　

Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｋ
ｏ
ｎ
｡
　
Ｂ
ｄ
.
　
Ｖ
Ｉ
に
於
い
て
も
、

Ｋ
ａ
ｍ
ｍ
ｋ
ｅ
ｒ
a
m
i
k

"
の

　

項
を
推
富
し
七
簡
潔
な
記
述
を
な
し
て
ゐ
る
。
氏
の
石
器
時
代
研
究

　

は
、
ア
イ
リ
オ
氏
と
は
對
照
的
に
、
考
古
學
的
資
料
か
ら
出
没
し
て

　

自
然
史
を
補
助
學
と
し
て
殼
系
を
組
立
て
て
ゐ
る
。
氏
は
Ｊ
エ
ー
デ

　

ン
學
派
で
は
な
く
し
て
デ
ン
ヾ
ｔ
夕
學
涙
に
眉
し
、
Ｓ
ｏ
ｐ
ｈ
ｕ
ｓ
　
M
i
l
l
-

　

l
e
ｒ
一
派
の
編
年
を
奉
じ
て
ゐ
る
。
氏
に
は
前
記
論
文
の
外
に
、
Ｍ
・

　

∽
’
β
ふ
に
載
せ
た
ロ
シ
ャ
に
於
け
る
闘
斧
文
化
(
Ｓ
ｔ
ｒ
e
i
t
　
Ｋ
ｕ
l
t
ｕ
ｒ
)

　

に
開
す
る
大
作
が
畢
げ
ら
れ
る
。
(
Ａ
.
　
Ｍ
.
　
Ｔ
ａ
ｌ
ｌ
ｇ
ｒ
ｅ
ｎ
　
;
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ

　

ｄ
ｅ
ｒ
　
ａ
ｎ
ｔ
i
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
ｎ
ｇ
　
i
n
　
Ｆ
ｉ
ｎ
ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
.
　
Ｅ
.
　
Ｓ
.
　
Ａ
.
　
Ｘ
｡

　

ｌ
ｙ
ａ
ｔ
i
　
ｍ
　
照
）

②
北
欧
に
於
い
て
は
、
ヨ
ル
ジ
、
ヤ
期
・
ア
ン
ジ
。
ル
ス
期
に
次
い
で
、
リ

　

ト
リ
ナ
期
に
な
る
と
土
地
が
再
び
沈
降
し
始
め
て
、
所
謂
「
リ
ト
。
タ

　

ナ
海
」
は
現
在
の
バ
ル
チ
ッ
ク
海
よ
s
ａ
w
"
廣
く
、
カ
キ
其
他
の
貝
顕

　

が
繁
殖
し
、
「
リ
ト
リ
ナ
」
｡
.
L
i
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
ａ
　
l
i
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
ａ
"
な
る
貝
名
に
よ
つ

　

て
海
名
・
期
名
が
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
貝
塚

　

が
築
成
さ
れ
た
の
は
主
に
こ
の
時
期
で
あ
る
m
　
･
ミ
ご
フ
ー
の
畢

　

げ
る
有
名
な
北
欧
貝
塚
期
土
疹
が
尖
底
を
呈
し
て
ゐ
る
こ
と
は
衆
知

　

に
屡
す
る
。

③
Ａ
ｃ
ｔ
ａ
　
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
.
｡
　
ｖ
o
l
.
　
Ｉ
｡
　
Ａ
ｂ
ｂ
.
　
!
i
｜
｡
照
。

④
Ａ
.
　
Ｅ
ｕ
ｒ
ｏ
ｐ
ａ
ｅ
ｕ
ｓ
;
　
Ｂ
ｏ
ｏ
ｔ
ａ
ｘ
ｔ
-
Ｋ
ｕ
l
ｔ
ｕ
ｒ
　
（
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｋ
ｏ
ｎ
　
Ｂ
ｄ
.
　
Ｉ
Ｉ
並

　

び
に
W
.
　
Ｂ
ｒ
ｅ
ｍ
ｅ
ｒ
:
　
Ｓ
ｃ
ｈ
ｎ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｒ
a
m
i
k
（
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｋ
ｏ
ｎ
　
Ｂ
ｄ
.
　
Ｘ
Ｉ
）

　

參
照
。

④
南
西
部
フ
イ
と
フ
ｙ
ド
の
カ
ム
ケ

‘ ヲ
ミ
ー
タ
分
布
地
帯
に
舟
形
斧
文
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化
を
辨
っ
た
イ
゛
ド
ゲ
ル
マ
゛
゜
移
住
を
K
M
の
は
Ｉ

　
　
＃
　
＜
;
　
I
k
　
n
　
Ｈ

　

Ｉ
ス
の
石
器
時
代
編
年
の
第
三
期
中
葉
と
≪
ｉ
ａ
４
る
。
こ
の
舟
形
斧

　

文
化
が
、
新
石
器
時
代
末
期
に
、
フ
ィ
と
フ
ン
ド
西
南
部
の
海
岸
地

　

帚
に
於
い
て
、

　
K
i
ｕ
ｋ
ａ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
　
Ｇ
ｒ
ｕ
ｐ
ｐ
ｅ

"
と
呼
常
さ
れ
る
文
化
形

　

態
を
現
出
せ
し
め
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
文
化
形
態
こ
そ
。
南
西
部

　
　

フ
ィ
ざ
フ
ン
ド
の
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
タ
文
化
の
要
素
と
新
来
の
舟
形
斧

　
　
　
　
　

゛
Ｉ
ツ
シ
ユ
ク
ル
ヅ
ー
ル

　
　
　
　
　

。

　
　
　

”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｀

　

文
化
と
の
融
合
文
化
に
外
な
ら
な
い
。
Ｋ
.
-
Ｇ

ｅ
土
器
に
は
、
繩
文

　

。
系
土
器
よ
り
は
カ
ム
ケ
ー
フ
ミ
ー
ク
の
傅
統
が
･
Ｍ
'
s
v
Ｓ
;
瞭
に
認
め
ら

　
　

れ
、
砂
粒
を
混
じ
た
粗
糖
の
土
器
で
、
凹
融
文
が
や
は
り
主
要
な
文

　
　

様
モ
テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。
器
底
に
印
せ
ら
れ
た
綱
目
文
に
よ
っ
て

　
　

　
Ｔ
ｅ
ｘ
ｔ
i
l
-
Ｋ
ｅ
ｒ
a
m
i
k
　
"
と
の
接
胸
も
う
か
が
へ
る
。
Ａ
.
　
ｎ
ｕ
ｒ
ｏ
ｐ
ａ
ｅ
-

　
　

ｎ
ｓ
　
　
K
i
ｕ
ｋ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
-
ｕ
ｒ
ｕ
ｐ
ｐ
ｅ
（
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｋ
ｏ
ｎ
　
　
Ｂ
ｄ
.
　
　
Ｖ
Ｉ
）
及
び
Ａ
.

　
　

ｔ
ｕ
ｒ
ｏ
ｐ
ａ
ｅ
ｎ
ｓ
;
　
ｔ
s
ｏ
ｏ
ｔ
ａ
ｘ
ｔ
-
ｎ
ｕ
l
　
ｔ
ｕ
ｒ
　
(
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｘ
ｉ
ｋ
ｏ
ｎ
Ｂ
ｄ
.
'
ｌ
Ｄ
Ａ
ｇ
…

　
　
　
　

Ｉ
ニ

　

ア
イ
リ
オ
氏
は
、
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
な
る
土
器
様
式
０
殺
生

イ
ぞ
『
Ｉ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

″

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①

地
を
ヴ
ォ
ル
ガ
河
上
流
・
才
力
河
流
域
に
比
定
し
て
ゐ
る
。
而

　
　
　

も
叉
．
カ
ム
ダ
ラ
ミ
ー
ク
０
文
様
０
成
立
を
撚
糸
文
と
凹
高
文

　
　
　

１
４
４
１
４
４
４
ｘ
ｌ
．
１
１
４
１
１
１
１
１
１
４
χ
４
１
１
χ

　
　
　

と
０
二
つ
０
壬
デ
ィ
ー
プ
が
基
礎
と
な
り
或
ひ
は
模
倣
さ
れ
て

　
　
　

櫛
飼
印
刻
文
様
ヘ
・
と
導
か
れ
た
こ
と
を
推
測
し
て
ゐ
る
．
前
二

　
　
　

者
０
夫
々
を
主
要
文
様
と
す
る
土
器
は
、
純
然
た
る
カ
ム
ケ
ラ

３

　
　

呪
Ｉ
ク
と
共
に
．
多
数
、
さ
き
０
雨
河
川
０
淮
域
に
出
土
す
る

４

　
　

事
賓
に
も
と
づ
い
て
・
氏
喘
そ
ｏ
斐
生
地
を
も
考
゛
だ
わ
け

で
あ
る
。

　

氏
も
亦
、
‘

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
０
場
合
と
同
様
、
ロ
シ
ヤ
ｕ
カ
ム
ｙ

ケ
ラ
ミ
ー
ク
０
前
・
盛
・
後
０
三
時
期
（
Ｄ
ｉ
ｅ
　
ｆ
ｒ
ｆ
ｌ
ｈ
ｅ
　
Ｋ
.
｡
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
･

ｇ
ｕ
ｔ
ｅ
　
Ｋ
.
｡
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
ｓ
ｐ
ａ
　
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
　
Ｋ
.
）
に
分
類
し
て
ゐ
る
。
そ
し
て
、

や
は
り
。
櫛
歯
印
刻
文
様
が
テ
ィ
ベ
〃
ギ
ッ
シ
、
ユ
に
は
撚
糸
文

に
由
来
せ
る
こ
と
を
主
張
し
て
ゐ
る
が
、
何
故
な
ら
ば
、
カ
ム

ケ
ラ
ミ
ー
ク
早
期
０
も
０
に
へ
撚
糸
文
に
類
似
し
た
ｆ
か
な
-
O
｡

幅
廣
只
む
し
ろ
卵
形
０
．
櫛
露
印
刻
文
様
０
認
め
ら
れ
る
鮎

よ
り
さ
う
し
た
由
来
０
事
情
が
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
前

期
０
も
０
に
於
い
て
は
。
櫛
歯
意
匠
は
多
く
は
単
狽
に
は
出
現

せ
寸
し
て
、
凹
高
文
に
従
湯
し
て
新
出
０
エ
レ
メ
ン
ト
と
し
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

併
せ
施
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
Ｗ
ｏ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
w
ｏ
や
Ｐ
ｌ
ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｎ
ｏ
w

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

Ｂ
ｏ
ｒ
　
Ｑ
質
土
粗
器
に
は
、
約
一
糎
幅
０
撚
糸
意
匠
と
、
間
隙
Ｄ

ぴ
ろ
い
櫛
歯
文
様
と
が
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
純
然
た
る
カ

ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
０
櫛
歯
印
刻
文
様
で
は
な
く
て
。
む
し
ろ
そ
Ｏ

先
行
形
式
と
考
へ
ら
れ
＆
。
1
0
1
0
ｓ
ｏ
w
ｏ
　
Ｑ
土
器
は
、
比
較
的

に
原
始
的
様
相
を
示
し
。
殊
に
。
櫛
歯
印
刻
文
０
み
施
し
か
も

０
は
粗
大
０
感
を
呈
す
る
。
。

　
　

ノ

　

盛
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
が
、
櫛
歯
意
匠
と
凹
高
意
匠
と
が
交

-45-
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互
に
水
単
位
に
施
文
さ
れ
、
而
も
そ
れ
が
。
幾
何
學
的
文
様
構

成
を
と
っ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
フ
ィ
と
フ
ン
ド
０
場
合
と
同
様
で
、

ア
イ
リ
オ
氏
も
。
亦
「
幾
何
學
的
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
」
｡
Ｄ
ｉ
ｅ

ｇ
ｅ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
ｏ
ｄ
.
　
ｂ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
　
ｋ
ａ
ｍ
ｍ
ｋ
ｅ
ｒ
a
m
i
k
　
"
な
る
呼
将

を
具
へ
て
ゐ
る
。
か
や
う
な
盛
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ｔ
ク
０
並
行
形

式
と
し
て
只
そ
０
一
曼
種
に
、
櫛
歯
意
匠
に
代
っ
て
細
條
線

０
川
ひ
ら
れ
た
「
條
線
文
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
」
。
、
Ｄ
ｉ
ｅ
　
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ａ
ｒ
-

Ｏ
Ｊ
ａ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
a
l
　
ｋ
ａ
ｍ
ｍ
ｋ
.
"
が
常
に
僅
か
で
は
あ
る
が
、
東
バ

ル
ト
、
ヴ
ォ
ル
ガ
河
上
流
、
才
力
河
、
ラ
ド
ガ
湖
地
帯
。
オ
ロ

ネ
ッ
ツ
、
シ
ベ
リ
ヤ
等
に
分
布
し
て
ゐ
る
。
こ
０
孤
０
土
器
と

盛
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
と
０
間
に
は
、
新
古
０
差
異
は
認
め
ら

れ
な
い
。

　

後
期
０
土
器
は
。
上
質
が
概
し
’
て
良
好
と
な
ｋ
＞
’
石
綿
滑
石

そ
０
他
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｈ
ｌ
ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
-
Ｍ
ｕ
ｓ
ｋ
ｏ
ｖ
i
ｔ
　
＋
ｂ
'
含
有
し
、
時
に
社
貝
殼

。
片
を
含
ん
だ
場
合
も
見
受
け
ら
れ
る
。
。
器
壁
は
薄
手
と
な
り
。

色
調
は
淡
紅
色
も
し
く
は
暗
紅
色
を
呈
ヶ
る
。
雀
形
に
も
梢
鎚

異
が
認
め
ら
れ
て
、
甕
形
皿
形
で
あ
り
、
、
底
部
は
丸
底
も
し
く

は
平
底
で
あ
る
。
施
文
は
器
殼
上
牛
部
に
限
ら
れ
る
も
ｏ
が
多

く
な
り
、
さ
も
な
く
ば
全
く
無
文
で
あ
気
凹
高
文
は
よ
り
稀

少
と
な
る
．
そ
０
故
は
．
例
へ
ば
石
綿
と
か
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｈ
ｌ
ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
を
．

含
有
す
る
土
器
に
於
い
て
は
．
そ
れ
ら
０
含
有
物
０
た
め
に
深

い
刻
文
が
困
難
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ら
う
．
一
般
に
．
櫛
歯
印
刻

文
は
器
面
に
軽
く
施
さ
れ
、
種
々
０
櫛
歯
意
匠
は
一
つ
・
Ｄ
幅
ぴ

ろ
い
１
　
に
．
時
に
ぱ
叉
、
波
状
１
　
に
組
込
ま
れ
て
ゐ
る
．
そ
し

て
、
櫛
歯
文
１
　
相
互
０
間
に
は
、
一
條
も
し
く
は
数
條
０
波
状

線
が
描
か
れ
て
ゐ
る
場
合
も
あ
る
．
何
れ
に
せ
よ
．
後
期
カ
ム

才
フ
ミ
土
ク
に
は
、
・
他
Ｄ
土
器
形
式
と
融
合
形
式
が
現
れ
て
来

る
．

　

ア
イ
リ
オ
氏
を
し
て
云
は
し
む
れ
ば
、
ヴ
ォ
ル
ガ
河
上
流
・

才
力
河
流
域
が
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
な
る
土
器
形
式
０
登
生
地
で

あ
る
と
し
て
ゐ
る
が
．
そ
０
中
部
ロ
シ
ヤ
に
於
い
て
も
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
０
場
合
と
相
似
た
前
期
盛
期
後
期
０
殺
展
過
程
を
経

て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
わ
け
で
あ
る
．
撚
糸
文
凹
腐
文
０
早
期
Ｏ

土
器
に
．
比
較
的
粗
大
０
櫛
歯
印
刻
文
が
．
従
属
的
に
、
併
用

さ
れ
、
或
ぴ
は
又
、
撚
糸
文
を
模
倣
す
る
が
如
く
に
、
施
文
さ

れ
っ
つ
。
カ
ム
ケ
ラ
・
ミ
ー
ク
に
於
廿
る
純
然
冷
る
櫛
前
意
匠
が

成
立
し
た
０
で
あ
る
。
そ
し
て
、
櫛
前
肝
刻
文
帯
と
凹
高
文
帯

と
０
整
然
た
る
幾
何
學
的
構
成
を
も
つ
盛
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
・
タ

-
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の
様
相
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
？

移
行
す
る
。
然
し
後
期
に
於
い
て
鐙
、
西
部
フ
ィ
ン
Ｊ
ン
ド
Ｏ

場
合
・

　

凹
潟
意
匠
０
退
化
し
禿
鮎
列
文
饅
で
あ
る
見
に
對
し

て
．
中
部
’
シ
ャ
０
も
０
は
、
土
質
中
０
含
有
物
０
だ
め
凹
窓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
－
４
Ｉ
ｘ
１
４
一
Ｉ
Ｉ

文
０
施
文
が
困
難
な
た
め
か
、
凹
高
文
は
稀
少
と
な
る
傾
向
を

示
し
て
ゐ
る
．
と
は
云
へ
．
雨
地
域
共
に
、
文
様
０
具
合
に
末

期
的
施
文
ｐ
様
子
を
看
取
で
き
る
０
で
あ
る
．

　

か
く
て
考
へ
ら
れ
る
こ
と
は
、
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
０
登
生
地

と
考
へ
ら
れ
る
中
部
Ｊ
シ
ャ
に
於
い
て
も
、
そ
０
様
式
Ｄ
完
成

さ
れ
た
地
域
と
推
さ
れ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
て
も
．
こ
０
　
土
器

の
文
様
の
主
要
要
素
が
櫛
言
印
刻
文
と
凹
窓
文
と
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
叉
．
こ
０
土
器
０
文
様
が
．
撚
糸
文
と
櫛
言
印
刻

ｉ
．
一

　

１
１
１
１
.
１
１
１
１
１
１
４
４
１
１
一
１
４
１
４
１

　
　

へ

文
と
凹
高
文
と
０
三
者
０
種
々
０
構
成
系
列
を
と
り
っ
っ
］
剛
・

中
゛
後
じ
二
期
‘
０
段
楷
を
９
　
成
し
て
ゐ
る
こ
と
を
知
る
こ
と

が
で
き
穴
０
で
あ
る
．
私
０
指
摘
し
た
い
鮎
が
こ
こ
に
あ
る
．

わ
れ
わ
れ
が
普
通
カ
ム
ケ
ラ
ぶ
ヽ
Ｉ
タ
な
る
呼
碍
を
．
軽
卒
に
、

使
用
す
る
場
合
、
そ
０
土
器
０
概
念
は
、
櫛
歯
印
刻
文
０
み
を

中
心
と
し
て
考
へ
勝
ち
で
あ
る
．
カ
ム
Ｈ
ケ
ラ
ミ
ー
ク
な
る
言

葉
に
よ
っ
て
ぺ
櫛
言
I
　
"
k
a
m
m
、
、
ｏ
魔
術
に
か
か
っ
た
如
き

先
入
瀧
を
で
わ
れ
わ
れ
ぱ
先
寸
放
棄
す
る
こ
と
が
必
嘆
と
息

再
べ
既
に
述
べ
た
如
く
、
’
カ
ム
ケ
ラ
ミ
１
＊
ｓ
＊
＜

　
7
。
形
先
に
於
い

　
　

■
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ

　
　

ｊ
♂
Ｉ
Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
』

て
咳
ご
そ
ｏ
文
様
要
素
は
決
し
て
櫛
舞
印
刻
文
帚
が
主
導
す
る

毛
ｐ
で
は
な
く
ノ
盛
期
０
も
０
に
於
賎
て
も
、
凹
高
文
帚
と
並

列
す
る
も
ｏ
で
あ
り
。
べ
前
期
に
て
は
む
し
ろ
撚
糸
文
呻
凹

寫
文
に
従
属
的
で
あ
り
、
後
期
０
様
相
は
。
中
部
ロ
シ
ャ
に
て

は
、
退
化
０
影
濃
く
器
面
に
軽
く
器
健
０
二
部
に
施
さ
れ
た
り

或
ひ
は
無
文
で
あ
っ
た
り
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
て
は
凹
高
文

系
０
鮎
列
文
が
主
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
一
度
私
は
繰
り
か
へ
し

た
い
。
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ダ
な
る
形
式
ａ
典
型
が
、
盛
期
０
そ
れ

に
よ
っ
て
示
現
さ
れ
る
如
く
、
櫛
歯
印
刻
文
帯
と
凹
高
文
９
　
と

が
交
互
に
、
而
も
、
水
９
　
位
に
施
さ
れ
て
、
整
然
た
る
幾
何
學
的

文
様
構
成
を
と
る
も
０
で
あ
る
こ
と
を
先
申
念
頭
に
置
く
べ
き

こ
と
。
而
も
。
。
前
中
後
三
期
に
わ
浙
っ
て
編
年
さ
れ
る
力
み
ヶ

ラ
ミ
ー
ク
０
登
展
系
列
を
考
慮
す
る
時
、
撚
糸
文
・
凹
高
文
・

櫛
歯
印
刻
文
０
三
者
０
組
合
せ
よ
り
な
る
こ
と
を
も
考
へ
る
べ

き
で
あ
る
。
櫛
歯
印
刻
文
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
廣
布
す
る
歯
状
意

匠
に
属
声
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
ｏ
み
ｏ
主
導
に
よ

る
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
の
成
立
で
は
な
か
っ
た
。
ウ
タ
ー
フ
イ
ヂ
出
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土
々
器
Ｄ
う
ち
に
、
盛
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
に
類
似
し
た
文
様

を
見
る
が
、
こ
れ
が
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
に
所
砿
せ
す
し
て
別
Ｏ

系
統
に
垢
す
る
も
０
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
へ
て
ほ
し
い
。

　

註

①
Ｊ
.
　
"
A
i
l
i
o
　
;
　
Ｆ
ｒ
ａ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
Ｒ
ｕ
ｓ
ｓ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
ｚ
e
i
ｔ
　
(
Ｓ
.

Ｍ
.

Ｙ
.

Ａ
.

　

２
９
.
　
１
９
２
２
)
に
嫁
る
。
こ
の
論
考
は
、
Ａ
・
オ
イ
ロ
ベ
ウ
又
の
研
究

　

が
主
と
し
て
フ
ィ
ン
ご
フ
ン
ド
の
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
に
就
い
て
で
あ
っ

　

た
の
に
比
し
て
、
よ
り
廣
範
園
に
、
す
が
は
ち
ロ
ン
ヤ
領
内
の
そ
れ

　

に
闘
し
て
で
あ
る
。

　

氏
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
フ
ィ
ご
フ
ン
ド
に
於
け
る
石
器
時
代

　

研
究
の
建
設
者
で
あ
る
。
氏
は
石
器
時
代
研
究
に
於
い
て
、
古
生
物

　

學
へ
の
関
心
と
共
に
、
鏑
物
學
、
地
質
學
を
出
没
昌
と
し
。
そ
れ
ら

　

と
の
闘
聯
に
於
い
て
な
し
た
の
で
あ
る
。
氏
は
ス
カ
ン
ヂ
ナ
ヴ
ー
イ
ア

　

へ
の
族
行
に
よ
っ
て
形
態
學
的
研
究
法
を
學
び
、
そ
れ
を
フ
ィ
ご
フ

　

ソ
ド
の
石
器
時
代
灸
料
に
趨
用
し
て
ゐ
る
。
形
態
３
　
(
Ｔ
ｙ
ｐ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
）

　

は
氏
に
と
っ
て
は
極
め
て
正
確
な
方
法
で
あ
。
り
、
滝
物
の
形
態
と
は
、

　

巌
密
な
自
然
法
則
に
し
た
が
っ
た
、
濁
立
し
た
生
命
を
も
っ
も
の
と

　

考
へ
ら
れ
た
。
氏
は
叉
デ
ン
マ
ー
ク
の
精
密
な
凌
掘
方
法
を
學
び
、

　

そ
れ
を
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
紹
介
し
て
ゐ
る
。
多
年
に
わ
た
っ
た
基
礎

　

的
研
究
の
後
、

　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
ｚ
p
i
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
　
Ｗ
ｏ
ｈ
ｎ
ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｚ
ｆ
ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
　
　
ｉ
ｎ

　

Ｆ
ｉ
ｎ
ｎ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｉ
―
Ｉ
Ｉ
"
を
公
表
し
て
ゐ
る
。
一
九
一
三
年
に
は
三
ヶ
年

　

に
わ
た
る
ロ
ジ
ャ
ヘ
の
研
究
旅
行
を
な
し
、
ヨ
ー
ー
ツ
パ
ー
ロ
ジ
ャ

　

の
蒜
物
館
を
逍
眼
し
て
ゐ
る
。
賞
地
の
発
掘
調
査
は
困
難
で
あ
っ
た

　

た
め
、
厚
物
館
に
蒐
集
さ
れ
て
ゐ
た
漬
物
を
形
態
分
類
し
て
置
系
づ

　

け
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
研
究
が
前
記
論
文
で
あ
り
、
遺
物
り

　

形
態
學
的
研
究
で
あ
っ
て
、
又
力
ン
ヂ
ナ
ヴ
イ
ア
の
石
器
時
代
研
究

　

成
果
を
･
ｆ
ｉ
≫
て
な
し
た
も
の
で
、
こ
の
處
置
が
妥
富
な
も
の
で
あ
る

　

か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。
編
年
に
っ
い
七
も
同
様
で
、
本
来
八
力
ソ

　

ヂ
ナ
グ
ィ
ア
に
於
い
て
完
成
さ
れ
た
結
果
を
、
別
に
投
明
す
る
こ
と

　

も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
Ｎ
ロ
ジ
ヤ
や
シ
ベ
リ
ヤ
の
場
合
に
あ
て
は
め

　

瓦
の
で
あ
っ
た
。
（
Ａ
.
　
Ｍ
.
　
Ｔ
ａ
ｌ
ｌ
ｇ
ｒ
ｅ
ｎ
;
　
ｏ
ｐ
.
　
c
i
ｔ
.
參
照
）

　

爾
、
大
山
柏
氏
は
「
史
前
學
雑
誌
」
（
第
一
巻
一
・
二
・
五
挑
、
第

　

二
倦
第
三
読
、
第
四
倦
第
三
・
四
魏
）
に
（
櫛
目
文
土
器
有
料
集
成
）

　

を
な
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
主
と
し
て
ア
イ
リ
オ
氏
の
前
掲
論
文
に
捷
ら

　

れ
、
別
に
○
｡
　
Ｆ
.
　
　
Ｇ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
ｔ
;
　
　
　
Ｂ
ｅ
ｉ
ｔ
ｒ
ａ
ｇ
　
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
　
Ｋ
ｅ
ｎ
ｎ
ｔ
n
i
ｓ
　
　
ｄ
ｅ
ｔ

　

j
i
i
n
g
e
ｒ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｉ
ｎ
ｚ
e
i
ｔ
　
i
n
　
S
i
b
i
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
　
(
Ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
ｖ
ｏ
ｒ
ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
≫

　

ｈ
ｔ
ｈ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ａ
ｅ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
　
１
９
２
５
)
　
＾
｡
び
に
後
出
す
る
〇
ｔ
ｔ
ｏ
　
Ｂ
ａ
ｈ
ｄ
ｅ
ｒ

　

'
ｅ
二
篇
を
引
用
參
照
さ
れ
て
ゐ
る
。

②
Ｗ
ｏ
ｌ
ｏ
ｓ
０
w
０
の
沿
跡
群
に
闘
す
る
最
初
の
報
告
は
、
ｐ
.
　
Ｋ
ｏ
ｎ
ｄ
ｃ
ｉ
ａ
ｖ
-

　

ｔ
ｓ
ｅ
ｖ
;
　
　
Ｌ
ｅ
ｓ
　
　
ｖ
ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｇ
ｅ
ｓ
　
　
ｄ
ｕ
　
　
I
'
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
　
ｐ
ｒ
ｓ
h
i
ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
i
ｑ
ｕ
ｅ
　
ｄ
ｅ
　
　
I
'
ａ
ｇ
ｅ

　

ｄ
ｅ
　
l
a
　
ｐ
ｉ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
　
ｐ
ｒ
＾
ｓ
　
ｄ
ｕ
　
ｖ
i
l
l
a
g
e
　
ｖ
ｏ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
ａ
　
d
i
ｓ
ｔ
ｒ
i
c
ｔ
　
ｅ
ｔ
　
ｇ
ｏ
ｕ
ｖ
.

　

ｄ
ｕ
　
V
l
a
d
i
m
i
ｒ
.
（
Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
.
　
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
.
　
Ａ
ｒ
ｃ
ｈ
.
　
ｅ
.
　
Ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｒ
.
　
Ｍ
ｏ
ｓ
ｃ
ｏ
w
.

　

Ｔ
ｏ
ｍ
.
　
Ｉ
ｌ
ｌ
)
で
あ
る
が
、
こ
の
一
文
は
山
口
隆
一
氏
の
譚
文
。
と
な
っ

　

て
「
史
前
學
雑
誌
」
（
第
八
巻
第
三
韓
）
に
掲
載
さ
れ
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　

三

　

ヴ
ォ
ル
ガ
河
上
流
才
力
河
流
域
に
於
い
て
殺
生
成
立
し
た
と

　
　
　

｛

　
　
　

・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、

　
　
　
　
　
　
　

一

推
さ
れ
る
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
タ
は
、
Ｂ
ｏ
ｔ
ｔ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
ｔ
i
.
　
Ｒ
ｉ
ｇ
ａ
ｓ
Ｃ
-
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ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｂ
ｕ
ｓ
ｅ
ｎ
か
ら
オ
ビ
河
に
ま
で
、
更
は
イ
ご
Ｔ
セ
イ
河
に

　

ま
で
、
そ
し
て
叉
、
北
氷
洋
か
ｉ
Ｓ
'
オ
カ
河
流
域
に
わ
た
る
範
園

　

に
。
廣
大
な
分
布
を
見
た
０
で
あ
る
。
而
し
て
。
そ
の
分
布
波

　

及
の
道
程
に
於
い
て
。
ウ
ー
フ
ル
山
風
憾
さ
し
た
る
障
壁
と
は
収

　

ら
す
、
右
０
分
布
圏
内
に
形
式
０
一
様
性
を
示
現
し
て
ゐ
る
。

　

こ
の
分
布
圏
は
大
饅
北
方
ユ
ー
フ
シ
ヤ
０
森
林
地
帯
と
一
致

　

し
、
北
ひ
限
界
は
ツ
ソ
で
フ
地
帯
に
も
及
ん
で
ゐ
る
（
Ｐ
ａ
ｓ
ｖ
ｉ
ｋ
-

　

刳
７
及
び
『
オ
ビ
河
口
０
我
見
遺
物
に
よ
り
』
。
恥
部
ロ
ツ
ヤ
と

　

７
　
イ
と
フ
ン
ド
南
部
と
０
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
分
布
中
心
地
は
。

　
　
　
　
　
　

'
J
y
^

Ｈ
S
？
Ｈ
.
W
ｎ
i

ｊ
^
J
l
f
t
-
,

／
Ｔ
-

I
-
-
*1
_
_
｡

　

そ
０
大
部
分
が
澗
葉
樹
地
ｉ
＾
　
（
Ｌ
ａ
ｎ
ｂ
ｈ
ｏ
ｌ
ｚ
-
ｇ
ｅ
ｂ
ｉ
ｅ
ｔ
）
で
お
り
、

　

そ
の
一
部
は
針
葉
樹
地
帯
（
Ｎ
ａ
ｄ
ｅ
ｌ
ｈ
ｏ
ｌ
ｚ
-
ｇ
ｅ
ｂ
ｌ
ｅ
ｔ
）
　
Ｐ
．
北
部
ロ

　

″
ヤ
や
シ

』
ベ
リ
ヤ
０
遺
跡
も
主
と
し
て
針
葉
樹
地
帯
で
あ
る
。

　

而
し
て
。
針
葉
樹
地
１
　
や
ツ
ン
ド
ラ
地
帯
へ
の
波
及
は
漸
く
後

　

ｌ
ｉ
ｉ
ｘ
．
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
。
１
１
４
－
４
１
１

　

期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
の
時
期
に
比
定
さ
れ
、
叉
。
オ
ピ
河
口
の

　

も
０
は
シ
ベ
リ
ヤ
よ
り
も
時
期
０
早
い
も
の
と
思
は
れ
る
。
そ

　

し
て
ヨ
ー
ロ
ツ
。
マ
ロ
シ
ヤ
北
部
か
ら
シ
ベ
リ
ヤ
へ
０
波
及
は
、

Ｕ
ｓ
ａ
河
・
　
Ｐ
ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
ａ
河
支
流
に
没
う
て
な
さ
れ
た
で
あ
ら
う
。

　
　

中
部
ロ
シ
ヤ
。
す
な
は
ち
、
カ
ス
ピ
海
及
び
黒
海
に
注
ぐ
河

　

川
流
域
９
つ
ち
、
ヴ
ォ
ル
ガ
河
上
流
と
な
ら
ん
で
オ
カ
峡
谷
と

が
地
１
　
　
的
優
越
性
を
占
め
、
一
就
巾
才
力
峡
谷
は
、
Ｐ
ｏ
Ｍ
ａ
ｋ
ｏ
w

Ｑ
指
摘
す
る
如
く
、
先
史
時
代
人
に
と
っ
て
は
ヴ
ォ
ル
ガ
河
よ

り
は
居
住
に
よ
り
適
営
し
て
ゐ
て
で
更
に
、
ふ
・
．
ザ
ン
地
方
並
び

に
キ
エ
フ
地
方
と
密
接
な
交
渉
を
も
ち
、
叉
こ
れ
ら
裾
地
方
を

越
え
て
そ
の
南
方
０
地
域
と
０
交
渉
０
可
能
性
が
慄
想
さ
吼
る

の
で
あ
る
．
利
様
に
．
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
オ
ロ
ネ
ッ
ツ
地
方
も

亦
．
ス
カ
ン
ヂ
’
ナ
ヴ
ィ
ア
や
中
欧
と
接
近
し
、
ハ
且
．
多
ぐ
の
水

流
及
び
森
林
０
存
在
と
は
新
石
器
時
代
０
住
居
址
文
化
を
よ
く

形
成
・
我
這
せ
し
め
得
た
わ
け
で
為
・
る
．
か
く
て
．
二
つ
０
カ

ゐ
ケ
ラ
ミ
ー
ク
の
中
心
地
帯
即
ち
中
部
ロ
シ
ヤ
と
フ
ィ
ビ
フ
ン

ド
南
部
と
は
、
ｙ
前
建
せ
る
如
く
．
地
理
的
に
優
越
性
を
示
し
て

ゐ
る
．

　
　
　

゛

　

オ
カ
河
流
域
０
代
表
遺
跡
た
る
Ｗ
ｏ
ｌ
ｏ
ｓ
ｏ
w
０
に
は
．
カ
ム

ケ
ラ
ミ
ー
ク
０
先
行
土
器
と
思
は
れ
る
凹
高
文
土
器
と
撚
糸
文

土
器
と
が
我
見
さ
れ
、
盛
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
た
る

　
ｔ
ｙ
ｐ
-

ｋ
ａ
ｍ
ｍ
ｋ
.
"
は
む
し
ろ
訣
除
し
．
僅
か
に
そ
ｏ
鍵
種
が
認
め
ら

れ
る
．
そ
れ
に
對
し
て
．
ラ
ド
ガ
淵
付
近
に
云
は
ば
ロ
ー
カ
ル

な
特
殊
形
式
と
し
て
成
立
し
た
盛
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
は
．
そ

こ
か
ら
北
部
ヨ
ー
Ｂ
　
＾
　
Ｘ
　
=
　
≫
シ
ヤ
や
東
バ
ル
ト
へ
と
分
布
し
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た
わ
け
で
、
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
の
登
展
段
階
と
し
て
は
後
期
に

冶４

　
　

い
た
っ
て
．
そ
の
分
布
は
最
大
ｏ
範
園
に
達
し
た
の
で
あ
る
？

　
　
　

故
に
、
カ
ム
ヶ
ラ
ミ
ー
ク
の
分
布
し
た
全
域
か
ら
云
ふ
な
ら

　
　
　

ば
．
　
　
ｔ
ｙ
ｐ
.
　
ｋ
ａ
ｍ
ｍ
ｋ
.
"
は
「
西
方
的
な
バ
ル
ト
圈
」

　
ｅ
i
ｎ
ｅ

w
ｅ
ｓ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
｡
　
ｂ
ａ
ｌ
ｔ
ｉ
ｓ
ｏ
ｈ
ｅ
　
Ｚ
ｏ
ｎ
ｅ
　
"
を
形
成
し
て
ゐ
る
。

　

カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
の
分
布
図
に
開
し
て
述
べ
て
来
た
が
。
大

値
北
方
ユ
ー
ラ
ツ
ヤ
０
森
林
地
帯
に
属
し
、
且
叉
。
中
部
ロ
シ

ヤ
や
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
南
部
の
雨
地
方
す
な
は
ち
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー

ク
盛
行
０
二
つ
０
中
心
地
域
は
。
そ
の
大
牛
が
澗
葉
樹
林
帯
で
。

一
部
は
針
葉
樹
林
帯
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
は
針
葉
樹
林
帯
で
あ

り
・
煮
ン
ド
ラ
地
１
　
に
も
及
ん
で
ゐ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
か
で

き
た
。
そ
し
て
、
整
然
た
る
幾
何
學
的
文
様
構
成
を
と
る
盛
期

ｏ
所
謂
｡
ｔ
ｙ
ｐ
.
　
ｋ
.
-
ｋ
.
”
は
。
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
分
布
圏
内
に

ｙ
て
は
、
む
し
ろ
西
方
的
な
。
云
は
ば
「
バ
ル
ト
圈
」
を
形
成
す

る
ロ
ー
カ
ル
な
形
式
を
示
す
も
０
で
あ
っ
た
。
又
。
カ
ム
ケ
ラ

ミ
ー
ク
が
あ
０
や
う
な
廣
大
な
分
希
既
が
文
様
形
式
０
一
様
性

も
て
形
成
し
得
た
の
は
、
後
期
の
段
階
に
於
い
て
で
あ
り
、
而

も
そ
の
波
及
は
主
と
し
て
森
林
地
１
　
０
河
流
を
通
じ
て
で
あ
っ

た
。
こ
ｏ
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
系
文
化
の
荷
権
者
飲
ア
イ
リ
オ

氏
を
は
じ
め
一
般
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
諸
學
者
は
。
｡
　
ｆ
ｉ
ｎ
ｎ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ

ｕ
ｇ
ｒ
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｕ
ｒ
ｖ
ｏ
ｌ
ｋ
　
”
　
’
^
Ｊ
推
し
て
ゐ
る
。

　

ア
イ
リ
。
オ
氏
が
。
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
成
立
０
ウ
ア
Ｈ
ハ
イ
マ

ー
ト
と
推
す
、
才
力
河
流
域
に
於
け
る
遺
跡
０
賓
際
に
つ
い
て
、

次
に
鯛
れ
て
見
よ
う
。
こ
０
才
力
河
流
域
に
於
け
る
新
石
器
時

代
住
居
址

如
大
般
、
次
の
四
地
や
な
は
ち

　

i
）
　
　
Ｂ
ａ
ｌ
ａ
ｃ
ｈ
ｎ
ａ

　

忌
Ｖ
ｉ
ａ
ｓ
ｎ
ｉ
ｋ
ｉ

　

ｉ
ｉ
ｉ
）
　
Ｍ
ｕ
ｒ
ｏ
ｍ

　

Ｉ
ｖ
）
　
Ｍ
ｅ
ｓ
ｃ
ｅ
ｒ
ａ

に
集
中
し
て
ゐ
る
。
そ
れ
ら
の
遺
跡
出
土
土
器
０
う
ち
に
、
｀
ヵ

ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
が
勿
諭
畢
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
吐
主
と
し
て
「
櫛

翁
目
凹
高
文
土
器
」
｡
　
K
a
m
m
-
Ｇ
ｒ
ｉ
ｉ
ｂ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｋ
ｅ
ｒ
a
m
i
k
　
"
と

類
別
呼
裕
さ
れ
る
如
彦
も
０
で
あ
る
。
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
を
出

土
し
た
住
居
址
二
十
六
ヶ
所
０
う
ち
、
二
匁
所
が
河
流
に
洽
ぴ
、

他
は
全
て
湖
岸
に
我
見
さ
れ
。
何
れ
も
砂
暦
（
Ｓ
ａ
ｎ
ｄ
ｂ
ｏ
ｄ
ｅ
ｎ
）

に
立
地
す
る
。
そ
れ
ら
二
十
六
の
遺
跡
は
、
悍
つ
て
、
砂
丘
遺
跡

（
Ｄ
ｉ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
-
ｂ
ｉ
ｌ
ｄ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
）
で
あ
り
、
少
数
ｏ
遺
跡
が
草
地
（
Ｗ
ｉ
ｅ
ｓ
-

ｅ
ｎ
-
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ
）
　
k
i

･
s
Ｒ
^
。
そ
れ
も
例
へ
ば
、
四
。
ヶ
所
０
草
地
遺
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♂

　
　

％

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　

・

　
　
　
　

。
″

。
跡
？
ｙ
ち
、
三
例
が
水
逡
ｏ
低
い
草
地
。
で
お
り
。
一
、
例
が
堤
較

的
高
い
草
地
に
あ
っ
た
。
’
そ
七
て
住
居
址
立
地
０
高
度
は
。
。

　

佃
永
原
よ
り
一
米
０
高
さ
０
低
地
遺
跡

’
叫

　

水
面
よ
り
一
米
乃
至
散
米
の
高
さ
心
中
間
高
慶
０
遺
跡

　

佃
‘
水
面
よ
り
プ
○
騰
似
・
上
の
高
度
０
遺
跡
‐

の
三
つ
０
場
合
に
百
分
さ
れ
る
。
～
概
し
て
、
古
い
住
居
址
は
低

く
・
時
代
と
共
に

‘ 、
立
地
０
高
度
は
高
く
な
る
傾
痢
を
示
し
て

か
＆
。
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
を
出
土
す
ふ
遺
跡
０
う
ち
、
多
く
は

盛
期
４
し
言
賃
期

　
ｑ
Ｊ
ｑ
で
あ
っ
ぺ
瀧
期
の
も
０
　
も
僅
少

な
れ
ど
も
勿
論
我
見
さ
れ
て
ゐ
る
。
叉
、
Ｊ
ム
ケ
ラ
、
ヽ
、
Ｉ
ク
出

土
遺
跡
二
十
六
ヶ
所
ｏ
う
ち
、
寸
九
ヶ
所
右
早
純
遺
跡
で
あ
り
、

他
の
七
ヶ
貳
が
他
の
土
器
と
の
複
合
遺
跡
で
・
あ
る
。
そ
し
て
力
づ

ム
ヤ
フ
ミ
ｒ
ク
出
土
遺
跡
は
。
、
さ
き
に
あ
げ
た
四
地
域
ｏ
う
ち
、

B
ａ
ｌ
ａ
ｃ
ｈ
ｎ
ａ
地
方
と
Ｍ
ｅ
Ａ
ｃ
ｅ
ｒ
ａ
地
方
と
に
特
に
群
集
し
．
他

の
地
方
に
じ
出
土
し
ヽ
・
正
に
ヽ
オ
カ
河
流
域
に
於
け
る
’
１
ヵ

ル
な
新
石
器
文
化
心
メ
ル
ク
マ
ー
ル
分
あ
る
。
こ
０
形
式
は
そ

０
地
方
に
て
は
永
く
存
績
す
る
ぞ
共
に
。
叉
後
０
金
腸
器
文
化

と
も
並
行
し
つ
つ
融
合
０
過
程
を
辿
つ
て
ゐ
る
。

　

私
は
既
に
。
フ
ィ
ン
ラ
ｙ
ド
０
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
を
「
リ
‘
‐
ト

リ
ガ
限
界
」
．
と
心
比
高
に
よ
っ
て
、
形
式
り
推
移
左
考
べ
た
の

で
・
あ
る
が
、
今
や
更
に
．
カ
ム
ヶ
ラ
ミ
ー
ク
分
布
圏
内
ｊ
ｊ
中

部
’
ツ
ヤ
Ａ
Ｊ
７
　
イ
と
フ
ン
ド
と
を
中
心
と
し
て
ト
Ｊ
’
於
廿
る

分
布
の
様
相
を
大
観
し
つ
つ
で
且
は
．
’
オ
カ
河
流
域
ｏ
遺
跡
立

地
０
　
状
態
七
考
へ
て
．
こ
こ
に
い
た
っ
た
．
そ
し
て
要
約
び
き

　
　
　
　
　
　

♂

　
　
　
　
　

♂

　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

２

　
　

－

　
　
　
　
　

７

る
こ
と
は
．
森
林
地
帯
に
於
け
る
水
優
に
沿
ふ
砂
丘
地
１
　
が
．

カ
『
ム
ケ
’
ラ
ミ
ー
ク
に
對
し
で
は
．
．
本
来
の
自
然
環
境
で
あ
り
．

従
っ
て
叉
．
そ
ｏ
波
及
が
河
流
乃
至
は
漏
海
に
沿
う
て
で
あ
る

こ
と
ｙ
あ
っ
た
．
そ
し
て
カ
ｙ
ケ
ラ
ミ
ー
Ｊ
曾
般
か
ら
云
ふ
な

ら
ば
、
・
形
式
と
し
て
は
、
’
撚
糸
文
・
凹
高
文
・
櫛
歯
印
刻
文
三

者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
施
文
を
も
ち
、
卵
形
ｏ
甕
形
器
形

－
尖
底
も
し
く
は
丸
底
Ｌ
ｒ
が
そ
ｏ
主
導
的
器
形
ｏ
土
器
に

．
表
恥
さ
れ
る
遺
物
群
で
あ
り
・
．
そ
れ
ら
忍
温

１
　
ｏ
水
優
に
洽
ふ
砂
丘
遺
跡
と
結
合
さ
れ
て
把
握
さ
る
べ
き
こ

と
を
辿
べ
て
来
だ
．
貝
塚
文
化
ｏ
一
髪
種
を
し
て
ｏ
-
＾
　
ｒ
ｔ
オ
ム

ス
本
Ｉ
ル
ヴ
イ
文
化
に
．
後
績
す
る
カ
ム
ケ
ー
フ
ミ
ー
ク
ｏ
、
前

期
的
な
形
式
の
成
立
が
、
先
ず
ヴ
ォ
ル
ガ
上
流
・
才
力
河
流
域

に
於
い
て
で
あ
り
、
そ
ｏ
‘
波
及
は
、
カ
レ
リ
々
地
方
に
於
い
て
、

盛
期
的
な
形
式
を
「
バ
ル
ト
Ｊ
」
を
形
滅
し
つ
つ
成
立
せ
し
め
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鋤

て
、
か
く
て
後
期
０
段
階
は
、
正
に
、
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ヤ
０
森

林
地
帯
と
相
態
す
る
廣
は
う
に
分
布
し
た
り
で
あ
っ
た
。
ア
イ

リ
オ
氏
は
、
壬
ン
テ
リ
ユ
ー
ス
に
よ
る
北
欧
新
石
器
時
代
０
編

　
　
　

③

年
値
系
。
と
對
比
し
て
。
カ
ム
ケ
ラ
、
ミ
ー
ク
０
初
期
段
階
を
そ

０
第
二
期
に
屡
せ
し
め
、
盛
行
し
た
時
期
は
第
三
期
で
あ
り
恐

ら
く
第
四
期
も
同
様
が
ら
ん
と
し
、
そ
０
退
化
形
式
は
新
石
器

時
代
の
後
に
も
恟
存
続
す
る
と
云
っ
て
ゐ
る
。

　

註

①
○
ｔ
ｔ
ｏ
　
　
　
Ｂ
ａ
ｈ
ｄ
ｅ
ｒ
;
　
　
　
Ｚ
ｕ
ｒ
　
　
　
Ｅ
ｒ
ｆ
ｏ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
ｎ
ｇ
　
　
　
ｄ
ｅ
ｒ
　
　
　
ｎ
ｅ
ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
h
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ

　

Ｗ
ｏ
ｈ
ｎ
ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｚ
ｅ
　
i
n
　
Ｏ
ｋ
ａ
ｔ
ａ
ｌ
ｅ
　
(
Ｅ
.
Ｓ
.
Ａ
.
４
｡
　
１
９
２
９
)
に
捕
る
。
こ
の
報

　

文
は
大
山
柏
氏
に
よ
り
前
掲
の
「
史
前
學
雑
誌
」
（
第
四
倦
第
三
・
四

　

挑
）
に
抄
課
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。

Ｒ
　
i
b
i
d
.
　
Ａ
ｂ
ｂ
.
　
１
參
照

③
〇
ｓ
ｃ
ａ
ｒ
　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｔ
ｅ
ｈ
ｕ
ｓ
　
３
、
北
欧
の
新
石
器
時
代
を
、
石
斧
０
形
態
を

　

主
と
し
て
四
期
に
区
分
し
て
、

　

第
一
期
(
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｏ
ｄ
　
ｏ
ｆ
　
Ｒ
ｏ
ｕ
ｎ
ｄ
　
Ａ
ｘ
ｅ
ｓ
)
　
（
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
　
ｔ
ｏ
ｍ
ｂ
ｓ
）

　

第
二
期
(
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｄ
ｏ
ｌ
ｍ
ｅ
ｎ
　
Ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｏ
ｄ
)
（
Ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
-
ｎ
ｅ
ｃ
ｋ
ｅ
ｄ
　
Ａ
ｘ
ｅ
ｓ
)

　

第
三
期
(
Ｔ
ｈ
ｅ

　
　
　
Ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ
-
Ｇ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
　
　
　
　
Ｉ
）
―
乱
）
　
(
Ｔ
ｈ
ｉ
ｃ
ｋ
-
ｎ
ｅ
ｃ
ｋ
ｅ
ｄ

　
　
　
　

Ａ
ｘ
ｅ
ｓ
）
（
’
）
ｏ
ｕ
ｂ
ｌ
ｅ
-
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ
ｄ
　
　
　
ａ
ｎ
ｄ
　
　
　
Ｂ
ｏ
ａ
ｔ
-
ｓ
ｈ
ａ
ｐ
ｅ
ｄ
　
　
　
Ａ
ｘ
ｅ
ｓ

　
　
　
　

w
i
ｔ
ｈ
　
ａ
　
Ｓ
ｈ
ａ
ｆ
ｔ
-
ｈ
ｏ
ｌ
ｅ
）

　

第
四
期
(
Ｔ
ｈ
ｅ
　
　
C
i
ｓ
ｔ
　
　
Ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｏ
ｄ
）
（
Ｔ
ｈ
ｉ
ｃ
ｋ
-
ｎ
ｅ
ｃ
ｋ
ｅ
ｄ
　
　
　
Ａ
ｘ
ｅ
ｓ
　
　
　
ａ
ｎ
ｄ

　
　
　
　

Ｄ
ａ
ｇ
ｇ
ｅ
ｒ
ｓ
　
ｏ
ｆ
　
F
l
i
n
ｔ
）

　
　

と
な
し
て
ゐ
る
。
北
欧
に
於
い
て
、
巾
石
器
時
代
よ
り
新
石
器
時
代

　
　

を
紺
て
金
石
併
用
時
代
に
わ
た
る
研
究
に
は
、
常
に
諸
學
者
の
攘
る

　
　

と
こ
ろ
の
編
年
殼
系
で
あ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
た
だ
私

　
　

は
、
諸
學
者
の
諸
論
考
に
よ
り
、
モ
ン
テ
リ
ェ
ー
｀
の
編
年
健
系
の

　
　

論
ず
る
こ
と
は
知
っ
て
ゐ
た
が
、
そ
の
原
典
が
何
で
あ
る
か
が
列
ら

　
　

な
か
っ
た
が
、
梅
原
教
授
よ
り
の
御
教
示
に
よ
り
、

　
Ｓ
w
ｅ
ｄ
ｉ
ｓ
ｈ

　
　

Ａ
ｎ
ｔ
i
ｑ
ｕ
i
ｔ
i
e
ｓ
"
　
　
(
Ｓ
ｔ
ｏ
ｃ
ｋ
ｈ
ｏ
ｌ
ｍ
　
１
９
２
２
)
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
あ
ま

　
　

っ
さ
え
同
教
授
よ
=
｡
＆
;
呉
さ
れ
て
、

　
Ｌ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
　
Ｓ
ｔ
ｏ
ｎ
ｅ
　
Ａ
ｇ
ｅ
　
"
の
章

　
　

に
よ
Ｓ
＼
充
分
な
る
知
見
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。
而
も
、
モ
ン
テ
リ
ュ

　
　

ー
ス
は
･
　
ｍ
ｍ
＾
＾
'
に
よ
る
に
非
れ
ば
明
確
な
編
年
の
決
定
は
困
難

　
　

で
あ
り
、
従
っ
て
次
善
的
に
、
形
態
の
排
列
に
よ
E
＼
形
態
没
展
を
考

　
　

察
せ
ん
と
し
た
も
の
で
あ
る
意
味
の
こ
と
を
、
特
に
逞
べ
て
ゐ
る
。

　
　

（
六
頁
）
。

　
　
　
　

四

　

、
中
部
ロ
シ
ヤ
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
南
部
と
に
、
そ
０
分
布
０
中

心
を
置
い
た
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
は
。
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ヤ
０
森
林

地
帯
に
。
ほ
ぼ
一
致
し
て
分
布
１
　
　
て
ゐ
る
こ
と
を
既
忙
述
べ
て

来
た
が
。
そ
し
て
叉
、
さ
う
し
た
廣
大
な
分
布
圈
を
形
成
し
得

た
時
期
は
、
後
期
に
於
い
て
で
あ
っ
た
が
。
そ
０
分
布
波
及
Ｏ

様
相
を
シ
ベ
リ
ヤ
に
開
し
て
述
べ
て
見
よ

‰

　

西
部
シ
ベ
リ
ヤ
に
於
け
る
代
表
的
遺
跡
と
１
　
１
て
は
。
オ
ビ
洵

澄
岸
Ｑ
　
W
a
ｒ
ｋ
ｕ
ｔ
ａ
　
Ｑ
Ｍ
跡
で
あ
る
右
、
そ
ｏ
．
立
地
景
観
は
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タ
ン
ト
ラ
地
９
　
心
砂
丘
で
あ
る
．
出
土
々
器
に
．
二
種
類
が
派
別

で
き
、
Ｌ
つ
は
厚
手
で
簡
軍
に
施
文
さ
れ
た
土
器
で
あ
り
、
他

は
テ
タ
エ
Ｊ
夕
も
装
飾
文
様
も
共
に
極
め
て
良
好
な
も
心
と
で

あ
る
が
、
後
者
は
金
躯
器
片
と
共
に
我
見
さ
れ
て
時
代
０
下
る

も
０
と
思
は
れ
る
．
’
前
者
は
色
調
黄
褐
色
を
呈
し
．
含
有
物
質

も
粗
大
な
も
０
は
含
ま
す
し
て
土
質
は
良
好
で
あ
る
．
凹
漓
文

や
櫛
歯
印
刻
文
等
を
施
し
た
甕
形
器
形
は
．
正
に
．
盛
期
カ
ム

ケ
ラ
ミ
ー
’
夕
と
一
致
し
て
並
行
す
る
も
０
で
あ
る
い
叉
、
波
状

文
Ｃ
具
合
に
よ
つ
て
．
後
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
タ
に
比
定
さ
れ
る

も
ｃ
も
見
出
さ
れ
る
。
ｔ
’
Ｌ
ボ
ル
ス
ク
附
近
Ｑ
　
Ｃ
ｕ
w
ａ
ｓ
ｋ
ｌ
ｉ
　
Ｍ
ｙ
ｓ

出
土
Ｃ
美
し
い
壷
形
土
器
は
、
平
底
に
し
て
．
土
質
も
細
密
な

黄
柳
色
土
器
で
あ
り
、
器
骸
上
部
に
、
規
則
正
し
く
、
櫛
亥
様

式
０
風
を
思
は
嗇
る
文
様
が
施
さ
れ
て
ゐ
る
．
相
似
た
土
器

が
、
ウ
ラ
ル
に
会
見
さ
れ
て
、
ゐ
る
が
．
そ
れ
は
．
カ
ム
ケ
ラ
ミ

ー
タ
文
化
０
系
統
に
躯
す
る
も
０
で
は
な
く
、
南
０
文
化
圏
に

系
統
づ
け
ら
れ
る
も
ｏ
と
思
は
れ
る
．
例
へ
ば
．
セ
ミ
づ
フ
テ

イ
ン
ス
０
地
方
の
Ｋ
ａ
ｒ
ａ
ｄ
ｚ
ａ
ｒ
土
器
は
、
良
質
０
土
質
で
あ

り
．
櫛
亥
施
文
と
幅
廣
の
條
線
文
と
が
認
め
ら
れ
る
が
．
南
Ｏ

ト
リ
ポ
リ
エ
文
化
の
刻
線
文
土
器
を
暗
示
せ
し
め
る
．
斯
様

に
。
同
地
方
か
ら
は
‘
カ
。
ム
ケ
ー
フ
ミ
ー
タ
を
息
は
そ
る
如
き
土
器

が
出
土
し
て
ゐ
る
が
バ
色
調
は
紅
味
を
帯
ぴ
。
平
底
に
し
て
、

決
し
て
ガ
ム
ケ
ー
フ
ミ
ー
タ
で
は
４
ｉ
Ｓ
＞
。

　

次
に
。
中
部
シ
ベ
リ
ヤ
ｏ
．
イ
｀
ご
Ｉ
セ
イ
河
流
域
に
於
け
る

著
名
な
遺
跡
と
１
　
て
は
。
タ
ー
フ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ｉ
夕
地
方
と
ミ
ヌ
シ

ン
ス
ク
地
方
と
が
學
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
０
遺
跡
か
な
登
見
さ

れ
る
土
器
は
、
勿
論
、
カ
ム
ケ
ー
フ
ミ
ー
タ
の
印
象
を
強
く
輿
へ

名
も
０
で
は
あ
る
が
。
そ
こ
に
は
、
異
質
的
な
或
ひ
は
ロ
ー
カ

ル
な
特
徴
が
甚
し
い
。
そ
し
て
、
稀
に
w
　
ｔ
ｙ
ｐ
.
　
K
a
m
m
-
ｋ
.
"

も
し
く
は

　
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ａ
ｉ
ｘ
>
ｍ
ａ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ
　
K
a
m
m
-
ｋ
.
"
と
對
比
せ
し

め
ら
れ
る
も
０
も
あ
る
が
、
大
部
分
は
、
末
期
的
な
様
相
を
９
　

び
た
も
０
で
あ
る
。
瀬
も
叉
、
か
や
う
な
様
相
こ
そ
ウ
ラ
ル
や

南
７
ｗ
ヤ
と
親
縁
関
係
深
き
こ
と
を
物
語
っ
て
ゐ
る
。
か
く
て

推
論
で
き
る
こ
と
は
大
牛
ｏ
土
器
が
明
ら
か
に
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー

タ
０
　
本
態
か
ら
は
除
外
さ
れ
る
も
ｏ
で
あ
っ
た
り
、
或
ひ
咳

恐
ら
く
時
代
の
下
る
も
０
で
あ
る
。
大
部
分
０
も
０
が
、
末
期

的
な
様
相
を
帯
び
た
後
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
タ
で
あ
り
、
例
へ
ば

間
延
び
し
た
櫛
歯
施
文
１
　
や
波
状
形
ｏ
ジ
″
グ
ザ
″
グ
線
文
や

そ
の
他
前
殊
な
意
匠
文
様
等
が
、
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
ご
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る
。
・
そ
う
し
た
様
相
は
、
確
か
に
、
南
ロ
ツ
ヤ
と
０
開
係
を
暗

4
8

2

　
　

示
す
る
も
０
で
あ
る
。

　
　
　
　

イ
ご
Ｉ
セ
イ
地
方
（
Ｊ
ｅ
ｎ
ｉ
ｓ
ｓ
ｅ
ｉ
-
Ｇ
ｅ
ｂ
ｉ
ｅ
ｔ
）
　
Ｑ
二
つ
０
文
化
圏
、

　
　
　

　
　
Ｋ
ｒ
ａ
ｓ
ｎ
ｏ
ｊ
ａ
ｒ
ｓ
ｋ
ｅ
ｒ
　
Ｋ
ｒ
ｅ
ｉ
ｓ
　
"
と
　
　
Ｍ
ｉ
ｎ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｓ
ｋ
ｅ
ｒ
　
Ｋ
ｒ
e
i
ｓ
　

　
　
　

と
に
開
し
て
。
更
に
記
述
を
進
め
よ
う
。

　
　
　

ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
文
化
圏
ｌ
ｊ

　
　
　
　

土
器
は
弱
い
焼
誠
に
し
ぺ
友
色
も
し
く
は
赤
黄
色
を
呈
し
、

　
　
　

稀
に
。
厚
手
で
砂
粒
を
含
有
す
る
も
ｏ
が
あ
る
。
外
壁
は
大
抵

　
　
　

光
輝
あ
り
。
器
壁
ｏ
厚
さ
は
五
－
Ｉ
八
粍
が
普
通
で
、
一
二
―

　
　
　

一
四
粍
ｏ
も
の
も
存
す
る
。
。
施
文
は
勿
論
櫛
知
施
文
が
優
勢
を

　
　
　

示
し
て
ゐ
る
。
尖
底
ｏ
土
器
に
は
、
大
抵
、
器
鰻
全
面
に
施
文

　
　
　

さ
れ
て
ゐ
る
。
文
様
が
縁
過
部
に
限
ら
れ
る
も
ｏ
は
丸
底
？

ｊ
‐

　

ｏ
多
く
、
平
底
を
呈
す
る
も
ｏ
に
は
縁
優
施
文
並
び
に
全
面
施

　
　
　

文
が
見
出
さ
れ
る
。
器
形
に
一
種
ｏ
ロ
録
凝
縮
（
Ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｓ
ａ
ｕ
m
-

　
　
　

ｖ
ｅ
ｒ
ｄ
Ｌ
ｃ
ｋ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
）

―
―
口
縁
部
が
梢
収
縮
し
て
腹
部
ｏ
ふ
く
れ

　
　
　

出
た
も
の
Ｉ
Ｌ
が
販
め
ら
れ
、
鋭
利
な
櫛
前
印
刻
施
文
と
共
に

　
　
　

刺
突
文
（
Ｓ
ｔ
ａ
ｂ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｄ
ｒ
ｕ
ｃ
ｋ
）
　
-
＾
優
勢
を
保
ち
、
後
述
す
る

　
　
　

Ｕ
ｌ
ａ
ｎ
-
ｃ
ｈ
ａ
ｄ
ａ
　
Ｑ
第
九
暦
に
予
観
開
係
が
推
さ
れ
る
ｏ
突
瘤
施

　
　
　

文
（
Ｌ
ｏ
ｃ
ｈ
ｂ
ｕ
ｃ
ｋ
ｅ
ｌ
）
１
１
壁
ｏ
表
裏
雨
面
に
施
さ
れ
た
も
ａ
．

ト
Ｌ
も
大
き
い
役
割
を
果
し
て
ゐ
る
。
上
述
し
た
如
く
、
形
態

的
に
。
文
様
的
に
、
将
叉
技
術
的
に
、
種
々
ｏ
要
素
ｏ
混
合
し

た
土
器
類
を
、
何
ら
貧
掘
に
よ
る
１
　
序
ｏ
傍
讃
な
し
に
、
分
類

す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
は
あ
る
が
、
た
だ
焼
成
が
良
好

と
な
る
に
し
た
が
っ
て
幾
何
學
的
文
様
配
置
を
辿
’
つ
で
側
面
形

ｏ
便
化
に
富
む
も
ｏ
を
、
よ
り
貧
達
し
た
段
階
ｏ
も
の
と
す
る

こ
と
は
で
き
よ
う
。
極
め
て
良
質
の
土
器
に
な
っ
て
く
る
と
文

様
ｏ
な
く
な
る
傾
向
が
甚
し
』
く
、
そ
れ
は
ミ
ヌ
シ
ン
ス
ク
文
化

圏
と
ｏ
對
比
に
よ
っ
て
、
早
く
と
も
青
銅
器
時
代
ｏ
も
の
、
乃

至
は
恐
ら
く
鍼
器
時
付
に
も
比
定
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

。
ミ
ヌ
シ
ン
ス
タ
文
化
圏
１
１

　

こ
・
ｏ
文
化
圏
内
に
て
は
、
純
然
た
る
新
石
器
時
代
に
肥
す
る

と
推
さ
れ
る
土
器
片
は
、
全
く
単
猫
出
土
ｐ
状
態
で
採
集
さ
れ

る
に
す
ぎ
ず
、
や
は
り
櫛
歯
施
文
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ｔ
の
地

方
に
於
け
る
鍼
器
時
代
土
器
に
は
櫛
鵜
施
文
が
傅
承
き
れ
て
り

ど
が
、
粗
く
て
、
そ
ｏ
使
用
も
減
少
し
て
ゐ
る
。
器
壁
の
厚
さ
’

は
八
－
上
二
粍
が
普
通
で
。
一
五
粍
心
も
ｏ
も
あ
る
。
非
常

に
堅
い
焼
成
を
示
し
て
ゐ
る
。
中
忙
、
恐
ら
く
初
期
金
拠
器
時

代
と
思
は
れ
る
一
群
に
１
　
て
、
所
謂
ｙ
フ
ン
ド
ロ
み
ヴ
ァ
土
器
」
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”
'
　
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
-
Ｋ
ｅ
ｒ
ａ
ｍ
ｉ
ｋ
　
"
と
開
係
あ
る
も
皿
に
は
い
幾
何

　
　
　

學
的
な
廻
轄
印
刻
施
文
（
Ｒ
ｏ
Ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｐ
ｅ
ｌ
-
ｄ
ｅ
ｋ
ｏ
ｒ
）
　
ｈ
ｒ
あ
る
。

　
　
　

｛
さ
て
。
カ
ム
ヶ
・
フ
ｔ
ｌ
タ
系
文
化
は
層
勢
巌
力
･
Ｊ
ｐ
て
西
方
か

　
　
　

ぢ
波
及
し
た
の
で
は
あ
渇
が
、
ウ
ラ
ル
山
脈
も
何
ら
波
及
０
障

　
　
　

害
と
な
る
こ
と
な
く
、
’
イ
ご
［
セ
イ
に
ま
で
達
し
、
ア
ン
ガ
ラ

　
　
　

地
方
を
級
て
｛
イ
カ
ル
に
ま
で
及
ん
だ
の

Ｉ

あ
る
。
か
く
も
廣

　
　
　

大
か
範
囲
に
わ
た
っ
て
分
布
し
た
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
系
文
化

　
　
　

は
。
そ
０
施
文
様
式
ｏ
統
一
性
１
　
よ
く
示
し
て
、
而
も
フ
ィ
ン

　
　
　

ラ
ン
ド
或
ひ
は
。
ヨ
ー
ロ
ツ
。
マ
ロ
。
シ
ヤ
北
部
か
ら
シ
ベ
リ
ヤ
方

　
　
　

面
へ
の
波
及
が
’
　
　
Ｋ
ｏ
ｌ
w
ａ
及
び
オ
ビ
河
デ
ル
タ
に
於
り
る
登

　
　
　

見
遺
跡
忙
よ
っ
て
Ｐ
ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
ａ
河
０
支
流
Ｕ
ｓ
ａ
河
に
沿
う
て

　
　
　

で
あ
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
’

　
　
　
　

ｆ

　
　
　

Ｓ
ア

　
　
　

バ
イ
カ
ル
ｎ
ア
に
ガ
ラ
地
方
ｏ
遺
跡
と
し
て
<
ａ
Ｕ
ｌ
ａ
ｎ
=
Ｃ
ｈ
ａ
ｄ
ａ

　
　
　

が
先
づ
學
げ
ら
れ
る
。
こ
の
遺
跡
包
含
展
は
。
ペ
ト
リ
イ

　
　
　

（
Ｐ
ｅ
ｔ
ｒ
ｌ
）
に
よ
り
、
十
一
の
文
化
展
に
豚
分
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ

　
　
　

れ
０
文
化
展
は
、
遺
物
を
全
然
包
含
し
な
い
開
展
に
よ
る
中
断

　
　
　

が
な
く
、
。
漸
移
的
に
相
開
聯
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
最
下
１
　
次

　
　
　

る
第
十
一
１
　
に
は
土
器
０
包
含
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ

8
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

゛

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｌ
ｘ
ｉ
ｓ
ｘ

４

　
　

し
て
ヽ
土
器
文
様
を
全
般
的
に
観
る
時
、
刺
突
に
よ
る
（
ａ
ｕ
ｓ

S
ｔ
ａ
ｂ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｄ
ｒ
ｕ
ｃ
ｋ
）
　
^
Ｑ
が
ｍ
か
に
優
勢
を
ｍ
.
め
’
　
＾
Ｓ
＞
で
は

　

＆
＾
Ｑ

.
Ｈ
t
Ｑ
　
（
ａ
ｕ
ｓ
　
Ｆ
ｌ
ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
Ｗ
ｅ
ｒ
ｋ
ａ
ｂ
ｄ
ｒ
ｕ
ｃ
ｋ
）
　
-
＾
Ｑ
ｐ
／
＾
^
ノ

　

最
後
に
櫛
徊
に
よ
Ｋ
？
　
（
ａ
ｕ
ｓ
　
K
a
m
m
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｐ
ｅ
ｌ
）
も
９
ｏ
順
序

　

で
あ
る
。
櫛
歯
施
文
は
第
＋
１
　
に
撚
糸
施
文
と
共
に
初
現
し
。

　

下
履
土
器
に
て
は
器
穀
上
部
に
限
ら
れ
る
’
が
、
中
勝
ｏ
土
器
で

　

ぼ
全
面
に
施
文
さ
晦
上
履
よ
り
検
出
の
土
器
に
７
は
施
文
は

　

株
少
と
な
る
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
・
形
態
は
胴
腹
部
に
梢
―
ふ

く
れ
を
見
せ
て
ロ
縁
０
緊
り
気
脈
０
も
０
．
更
に
多
い
器
形
一
と

ヽ
し
て
は
。
側
壁
が
直
で
あ
っ
て
截
頭
卵
形
０
も
０
が
あ
り
、
底

　

部
は
尖
り
気
味
０
丸
底
で
あ
っ
て
平
底
は
見
出
さ
れ
な
い
。
次

　

に
ア
ン
ぎ
フ
地
方
ｏ
Ｃ
ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ
ｃ
　
Ｑ
Ｗ
跡
出
土
の
土
器
は
・
段

　

階
的
に
。
腱
移
を
示
す
状
態
で
検
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
櫛
歯
施
文

　

は
バ
イ
カ
ル
地
方
よ
り
も
よ
り
多
く
ぁ
ら
は
れ
。
ク
ラ
ス
ノ
ヤ

　

ル
ス
ク
地
方
よ
り
も
梢
ｔ
頻
蒔
し
、
確
か
に
横
１
　
状
ｏ
施
文
構

　

成
乞
と
る
も
の
が
大
牛
で
、
稀
に
垂
直
構
成
を
と
る
も
０
も
・

　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｙ

　

存
す
る
。
羽
状
様
（
智
目
品
）
に
施
文
さ
れ
て
殆
ん
ど
侭
繩
文

　

（
ｆ
ａ
ｌ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
ｓ
　
Ｆ
ｌ
ｅ
ｃ
ｈ
ｔ
w
ｅ
ｒ
ｋ
）
　
Ｑ
如
き
も
ｏ
が
あ
り
、
叉
、
捺
過
。

　

文
（
W
i
ｓ
ｃ
ｈ
ｓ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ
ｈ
）
　
^
-
^
Ｑ
ら
は
れ
る
。
器
殼
ｏ
側
面
形
拉
’
や

　

は
り
急
傾
斜
ｏ
側
壁
を
示
す
も
？
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側
壁
の
も
０
と
あ
り
．
平
底
０
採
集
は
極
め
て
僅
か
で
．
大
難

｀
一

　
　

丸
底
で
あ
る
．
別
に
．
分
節
的
断
面
形
を
示
し
て
、
貼
り
つ
け

　
　
　

０
円
形
隆
起
も
し
く
は
口
縁
装
飾
あ
る
土
器
片
が
多
数
採
集
さ

　
　
　

れ
て
ゐ
る
が
．
そ
れ
は
焼
成
よ
く
大
抵
把
手
が
あ
る
．
こ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

　
　
　

種
０
土
器
に
は
櫛
歯
施
文
と
か
撚
糸
施
文
は
僅
少
で
、
突
瘤

　
　
　

（
Ｌ
ｏ
ｃ
ｈ
ｂ
ｕ
ｃ
ｋ
ｅ
ｌ
）
が
多
く
あ
ち
は
れ
、
ウ
ラ
ン
ｎ
パ
ダ
０
知
見
か

　
　
　

ら
す
れ
ば
．
時
期
０
最
も
新
し
い
土
器
類
で
あ
る
、

　
　
　
　

か
く
て
．
ユ
ー
・
フ
シ
ア
大
陸
０
北
部
地
帯
に
廣
布
す
る
カ
ム

　
　
　

ケ
ラ
ミ
ー
タ
０
様
式
は
普
遍
的
一
様
性
を
示
し
て
．
オ
ビ
河
流

　
　
　

域
０
遺
物
は
ヨ
ー
ロ
ツ
．
マ
ロ
シ
ヤ
北
部
か
ら
中
部
シ
ベ
リ
ヤ

　
　
　

ヘ
０
関
係
を
物
語
り
、
オ
ビ
河
と
イ
ェ
ニ
セ
イ
河
と
０
間
に
は

　
　
　

そ
れ
ぞ
れ
０
支
流
を
通
じ
て
文
化
０
波
及
が
な
さ
れ
、
正
に
、
か

　
　
　

か
る
河
川
組
織
が
文
化
波
及
０
方
向
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
．

　
　
　

然
し
シ
ペ
リ
’
ヤ
０
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
は
決
し
賢
「
盛
期
カ
ム
ケ

　
　
　

ラ
ミ
’
Ｉ
ク
」
よ
り
古
く
遡
る
も
０
で
は
な
い
．
、
早
く
と
も
七
ン

　
　
　

テ
リ
ユ
ー
ス
編
年
の
第
三
期
が
そ
０
初
め
で
あ
り
、
大
牛
は
漸

　
　
　

く
同
編
年
０
第
四
期
に
拠
す
る
．
ウ
ラ
ン
ｕ
ハ
ダ
出
±
０
典
型

　
　
　

的
刺
突
文
士
器
（
ｔ
ｙ
ｐ
ｉ
ｓ
ｃ
ｈ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｂ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
ｄ
ｒ
ｕ
ｃ
ｋ
-
Ｋ
ｅ
ｒ
ａ
ｍ
ｉ
ｋ
）
は

　
　
　

ム
カ
ケ
ラ
ミ
ー
タ
と
し
て
は
、
相
對
的
．
に
遅
れ
た
時
期
０
も
Ｏ

で
恐
ら
く
新
石
器
時
代
末
ｏ
も
じ
て
あ
ら
う
。
一
然
し
。
「
新
石

器
的
な
る
も
ｏ
」
｡
.
Ｎ
ｅ
ｏ
ｌ
ｉ
ｔ
ｈ
ｉ
ｋ
ｕ
m
ご

ゐ
る
。
か
や
う
に
東
部
シ
ベ
リ
ヤ
に
於
け
る
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク

は
、
性
格
的
に
は
本
来
０
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
０
力
は
弱
く
な
り
、

か
へ
っ
て
次
０
金
属
器
時
代
文
化
に
包
揃
さ
れ
た
形
で
存
績
し

て
ゐ
る
が
、
新
石
器
時
代
的
傅
統
０
残
存
は
疑
へ
な
い
。

註①
ア
イ
リ
オ
氏
の
前
掲
論
文
と
共
に
Ｇ
ｅ
ｒ
ｏ
ｖ
.
　
M
e
ｒ
ｈ
ａ
ｒ
ｔ
　
％
　
Ｒ
ｅ
ａ
ｌ
ｌ
-

　
　

ｅ
ｘ
ｉ
ｋ
ｏ
ｎ
（
Ｂ
ｄ
.
　
１
２
)
　
Ｕ
載
せ
た
シ
ベ
リ
ヤ
新
石
器
時
代
に
開
す
る
Ｉ

　
　

≪
　
(
S
i
b
i
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
｡
　
Ｂ
.
Ｎ
ｅ
ｏ
Ｉ
ｉ
ｔ
ｈ
ｉ
ｋ
ｕ
m
）
を
も
參
照
。

　
　

と
共
に
、
前
掲
「
東
亜
考
古
學
」
（
シ
ベ
リ
ヤ
）
參
照
。

⑧
入
幡
一
郎
氏
「
北
海
道
の
突
瘤
土
器
」
（
『
考
古
學
論
叢
』
第
二
輯
）
・

　
　

「
再
び
突
瘤
土
器
に
就
い
て
」
（
『
考
古
學
論
叢
』
第
九
輯
）
參
照
。

　
　
　
　
　

結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。

　
　

典
型
的
な
そ
し
て
整
然
と
幾
何
學
的
な
、
施
文
構
成
を
示
す

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
０
、
「
盛
期
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
ク
」
の
文
様
要
素
を

　

分
析
考
察
し
た
結
果
、
櫛
喬
施
文
が
決
し
て
主
導
的
位
置
を
占

　

め
る
も
０
で
な
く
、
凹
潟
施
文
と
撚
糸
賄
文
と
に
。
む
し
ろ
従

　

垢
的
な
或
ひ
は
後
出
的
な
要
素
と
し
て
出
現
し
て
後
、
並
存
的

‘
位
置
を
と
る
に
い
た
っ
た
も
０
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
れ
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が
私
０
指
摘
し
た
い
要
鮎
で
あ
っ
た
。
次
い
で
カ
ム
ケ
ラ
ｊ
ｌ

　

ク
登
生
地
と
推
さ
れ
る
グ
ォ
ル
ガ
ー
オ
カ
雨
河
地
方
０
場
合
に
『

　

於
い
て
も
。
同
様
０
事
変
を
認
め
得
鳶
０
で
ど
る
が
。
殊
に
オ

　

分
河
流
果
虻
い
七
は
、
。
遺
跡
立
地
が
水
逡
Ｑ
砂
丘
地
に
選
拝

　

ら
れ
た
こ
と
を
も
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
ｏ
推
摘
し
た
い
第

　

二
の
鮎
で
あ
る
・
何
故
な
ら
ぼ
既
に
述
べ
て
来
た
様
に
、
、
カ
ム

　

ｆ
一
フ
ミ
ー
タ
ｏ
分
布
が
北
方
ユ
ー
ラ
シ
ヤ
ｏ
廣
大
な
森
林
地
帯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

！

　

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
は
、
そ
０
波
及
が
河
川
組
織
を
中
心
と

　

し
て
湖
沼
岸
或
ひ
は
海
岸
等
の
水
逡
忙
沿
う
て
で
あ
る
こ
と
を

　

推
測
せ
し
め
る
か
ら
で
あ
る
。
然
し
か
や
う
に
し
て
東
部
シ
ペ

　

リ
ヤ
に
ま
で
波
及
し
た
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
夕
は
、
依
然
と
し
て
本

　

来
０
傅
齢
ｙ
ｒ
存
続
せ
し
め
つ
つ
は
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
ロ
ー
カ

　

ル
な
異
質
文
化
に
包
築
さ
れ
る
ほ
ど
主
導
力
０
弱
ま
っ
飛
も
Ｏ

　

で
あ
っ
灸
。
こ
れ
が
指
摘
さ
る
べ
き
第
三
〇
。
鮎
で
あ
る
。

　
　
　

私
の
諭
す
べ
む
問
題
は
質
は
こ
れ
か
ら
な
心
で
あ
心
・
私
の

　

変
際
け
見
聞
し
得
る
カ
ム
ケ
ラ
ミ
ー
タ
は
、
浦
蒙
Ｑ
そ
れ
で
あ

　

り
。
朝
鮮
の
そ
れ
で
あ
り
、
更
に
は
日
ぶ
の
所
謂
「
田
戸
式
」

十
土
器
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
は
従
来
云
Ｉ

　

Ｉ
タ
が
、
・
そ
の
形
式
と
し
て
。
の
概
念
は
極
め
て
あ
い
ま
い
で
あ

つ
た
が
故
・
に
．
．
本
来
の
ガ
ム
乞
で
Ｉ
ク
ｏ
形
Ｉ
ｆ
が
箕
に
如
何

な
る
も
わ
で
あ
る
か
紅
把
握
せ
ん
た
め
０
一
助
と
し
て
．
先
づ

こ
ｐ
一
気
を
奉
し
た
゜
Ｉ

　
　

戸
帖
考
補
遺

　
　
　

曾
我
部
静
雄

　

私
は
本
誌
第
十
能
第
三
流
に
、
戸
帖
に
つ
い
て
。
の
一
文
を

噸
せ
、
そ
の
中
で
元
時
代
に
戸
帖
が
あ
っ
か
か
否
か
■
Ｈ
知
ら

な
い
と
泣
べ
て
置
い
た
。
然
る
に
そ
の
後
元
典
章
を
閲
讃
し

た
所
、
同
書
の
中
艮
戸
帖
に
つ
い
て
の
一
記
事
ｑ
'
M
o
ｕ
と

を
頒
見
し
た
。
そ
れ
は
能
十
七
、
戸
部
天
漢
性
承
撒
立
戸

の
條
に
、

　

今
次
追
到
萬
洪
戸
帖
査
照
、
具
各
人
所
供
相
同
、

と
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ
は
萬
洪
な
ぞ
も
の
の
後
綿
者
に
つ
い

て
の
學
ひ
に
現
は
れ
て
ゐ
る
戸
帖
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
明
に

家
に
誠
し
て
ゐ
た
戸
籍
謄
本
の
如
き
も
の
と
思
は
れ
る
。
明

時
代
に
は
全
く
戸
帖
は
戸
籍
謄
本
、
門
牌
の
如
き
も
の
に
な

っ
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
は
既
に
元
時
代
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
を

知
り
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
和
二
十
四
年
十
月
二
日
稿
了
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